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Abstract
 
This paper introduces economic activities of a brewery and studies social reform of a
 
memorial petition written by Yoshimatu Tanaka, through clarifies social consciousness of a
 
peasant lived in the Last Days of Tokugawa Period.
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【
研
究
ノ
ー
ト
】
幕
末
を
生
き
た
一
農
民
の
社
会
意
識
｜
｜
田
中
好
松
の
建
言
書
を
通
し
て
｜
｜
落
合
延
孝
歴
史
情
報
論
研
究
室
は
じ
め
に
一
八
六
八
年
（
明
治
元
）
以
降
の
土
地
均
分
論
に
つ
い
て
は
、
三
澤
純
や
白
川
部
達
夫
ら
の
研
究
が
、
土
地
平
均
の
風
聞
と
民
衆
運
動
と
の
関
係
、
建
白
書
案
な
ど
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
?１
）
筆
者
も
土
地
均
分
論
の
建
白
書
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
明
治
維
新
以
降
の
こ
と
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
紹
介
す
る
上
野
国
吾
妻
郡
岩
井
村
（
群
馬
県
東
吾
妻
町
）
の
田
中
両
之
助
好
松
は
、
天
保
飢
饉
の
一
八
三
六
年
（
天
保
七
）
か
ら
三
八
年
（
天
保
九
）
に
か
け
て
土
地
均
分
の
社
会
改
革
の
建
言
書
を
記
し
、
さ
ら
に
一
八
五
八
年
（
安
政
五
）
三
月
に
開
国
、
社
会
改
革
、
人
材
登
用
、
海
防
と
農
兵
取
立
な
ど
に
関
す
る
建
言
書
を
記
し
て
い
る
。
天
保
飢
饉
の
際
に
書
か
れ
た
建
言
書
に
つ
い
て
は
萩
原
進
の
史
料
紹
介
が
あ
り
、
?２
）
一
八
五
八
年
（
安
政
五
）
三
月
の
建
言
書
に
つ
い
て
は
群
馬
県
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
岩
井
の
伊
能
家
文
書
の
中
に
あ
る
。
?３
）
田
中
好
松
の
建
言
書
に
つ
い
て
は
、
萩
原
進
の
史
料
紹
介
が
行
わ
れ
た
の
み
で
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
は
田
中
家
の
歴
史
と
酒
造
業
の
経
済
活
動
を
紹
介
し
な
が
ら
、
二
つ
の
建
言
書
を
通
し
て
、
天
保
期
に
お
け
る
好
松
の
土
地
均
分
論
と
開
国
に
お
け
る
社
会
改
革
構
想
を
検
討
し
て
、
幕
末
期
に
お
け
る
一
農
民
の
社
会
意
識
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
一
田
中
好
松
に
つ
い
て
?１
）
田
中
家
に
つ
い
て
一
八
六
九
年
（
明
治
二
）
岩
井
村
の
村
明
細
帳
に
よ
れ
ば
、
?４
）
岩
井
村
の
村
高
は
七
五
二
石
八
斗
八
升
四
合
、
反
別
は
九
一
町
九
反
四
畝
一
五
歩
、
そ
の
内
田
高
は
二
九
〇
石
二
升
二
合
、
反
別
は
二
七
町
八
反
九
畝
六
歩
、
畑
高
は
四
四
七
石
一
斗
五
升
七
合
、
反
別
は
六
四
町
五
畝
九
歩
、
雑
木
林
は
一
五
町
一
反
六
畝
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四
歩
、
竹
藪
は
一
反
五
畝
一
六
歩
と
な
っ
て
い
る
。
惣
家
数
は
百
軒
、
惣
人
数
は
四
百
人
、
そ
の
内
男
は
二
百
一
人
、
女
は
一
九
九
人
、
馬
は
三
九
疋
で
あ
る
。
年
貢
米
は
「
往
古
よ
り
御
蔵
米
相
庭
代
永
納
ニ
御
座
候
」
と
記
さ
れ
、
江
戸
の
張
紙
値
段
（
公
定
価
格
）
で
金
納
し
て
い
る
。
稲
に
つ
い
て
は
、「
田
作
稲
種
之
儀
は
北
国
早
稲
萬
七
赤
糯
等
作
申
上
、
例
年
三
月
節
上
句
種
を
浸
し
入
梅
よ
り
半
夏
前
迄
ニ
植
付
仕
候
」
と
記
さ
れ
、
北
国
早
稲
・
萬
七
・
赤
糯
な
ど
の
稲
種
を
入
梅
よ
り
半
夏
前
ま
で
に
植
付
し
て
い
る
。
畑
作
物
は
、
大
小
麦
、
粟
、
大
小
豆
、
蕎
麦
、
稗
な
ど
を
耕
作
し
、
上
中
畑
は
二
毛
作
、
下
畑
・
下
々
畑
は
一
毛
作
で
耕
作
し
て
い
る
。
肥
し
は
、「
秣
場
ニ
て
苅
草
致
し
、
秋
末
方
よ
り
落
葉
取
濃
し
ニ
仕
候
」
と
記
さ
れ
、
秣
場
の
苅
草
や
落
葉
を
肥
し
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
榛
名
山
と
吾
妻
川
に
は
さ
ま
れ
た
村
々
は
、「
当
所
は
南
榛
名
山
ニ
て
田
畑
共
日
陰
勝
、
北
下
り
谷
間
之
村
方
ニ
御
座
候
」
と
記
さ
れ
、
日
陰
が
ち
の
地
域
で
あ
っ
た
。
男
の
稼
ぎ
は
農
間
に
薪
を
取
り
落
葉
を
取
っ
て
肥
し
に
し
縄
を
な
っ
て
い
る
。
女
の
稼
ぎ
は
、「
麻
布
織
蚕
少
々
致
、
冬
ニ
至
り
着
用
木
綿
織
仕
申
候
」
と
記
さ
れ
、
麻
布
織
り
と
蚕
、
冬
に
は
木
綿
織
り
を
し
て
稼
い
で
い
る
。
岩
井
村
は
牧
渡
船
が
出
水
の
時
は
、「
北
国
諸
御
武
家
様
方
御
通
行
御
継
立
仕
候
、
北
国
通
脇
往
還
ニ
御
座
候
」
と
記
さ
れ
、
入
須
川
村
｜
蟻
川
村
｜
中
之
条
町
｜
郷
原
村
｜
厚
田
村
｜
小
泉
村
｜
祖
母
島
村
を
結
ぶ
北
国
街
道
（
佐
渡
奉
行
街
道
）
の
脇
往
還
が
通
っ
て
い
た
。
一
七
六
八
年
（
明
和
五
）
の
人
別
宗
門
改
帳
よ
れ
ば
、
田
中
家
の
家
族
構
成
は
、
戸
主
永
八
三
一
才
、
女
房
三
〇
才
、
祖
母
六
八
才
、
男
子
只
八
一
〇
才
、
女
子
ふ
て
六
才
、
姉
聟
義
兵
衛
三
三
才
、
姉
よ
し
三
三
才
、
甥
安
太
郎
一
〇
才
、
姪
ふ
じ
四
才
、
計
九
人
で
あ
る
。
?５
）
他
に
酒
師
を
含
め
下
男
一
四
人
・
下
女
八
人
を
抱
え
て
お
り
、
酒
造
を
営
ん
で
い
た
。
一
七
七
四
年
（
安
永
三
）
の
人
別
宗
門
改
帳
よ
れ
ば
、
戸
主
は
永
八
養
子
忠
五
郎
一
六
才
、
永
八
娘
ふ
て
が
忠
五
郎
女
房
と
な
っ
て
い
る
。
年
齢
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
二
才
で
あ
る
。
そ
の
他
永
八
女
房
三
六
才
、
祖
母
七
四
才
、
男
亀
八
八
才
、
菊
八
三
才
、
計
六
人
と
下
男
・
下
女
で
あ
る
。
?６
）
六
年
間
に
戸
主
永
八
と
伜
の
只
八
が
亡
く
な
り
、
永
八
の
娘
ふ
て
に
岩
井
村
平
次
右
衛
門
の
子
忠
五
郎
を
養
子
と
し
て
迎
え
た
こ
と
に
な
る
。
一
七
八
七
年
（
天
明
七
）
の
人
別
宗
門
改
帳
よ
れ
ば
、
戸
主
は
田
中
忠
左
衛
門
二
九
才
、
女
房
二
七
才
、
養
母
（
永
八
女
房
）
四
九
才
、
男
子
与
市
七
才
、
計
四
人
と
下
男
・
下
女
で
あ
る
。
?７
）
一
七
九
四
年
（
寛
政
六
）
の
人
別
宗
門
改
帳
に
よ
れ
ば
、
田
中
家
の
家
族
構
成
は
田
中
忠
左
衛
門
三
六
才
、
女
房
三
四
才
、
養
母
五
六
才
、
男
子
与
市
一
四
才
、
女
子
た
に
一
〇
才
、
女
子
り
く
二
才
、
計
六
名
で
あ
る
。
?８
）
そ
の
他
に
酒
師
の
下
男
与
四
右
衛
門
（
五
八
才
）
を
は
じ
め
下
男
一
一
名
・
下
女
五
名
が
酒
造
な
ど
の
奉
公
人
と
し
て
従
事
し
て
い
た
。
下
男
の
出
身
地
は
、
信
州
高
井
郡
が
五
名
、
岩
井
村
が
三
名
、
植
栗
村
・
赤
坂
村
・
中
之
条
町
が
各
一
名
で
あ
る
。
下
女
の
出
身
地
は
、
岩
井
村
が
三
名
、
植
栗
村
・
平
村
が
各
一
名
で
あ
る
。
一
八
〇
四
年
（
文
化
元
）
八
月
に
与
市
が
「
御
地
頭
所
」
に
宛
て
た
酒
造
米
高
を
記
し
た
書
類
を
提
出
し
て
い
る
。
?９
）
与
市
が
二
四
才
の
時
で
あ
り
、
与
市
が
戸
主
と
し
て
酒
造
を
営
ん
で
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
八
一
八
年
（
文
化
十
五
）
の
人
別
宗
門
改
帳
に
よ
れ
ば
、「
与
市
」
の
上
に
貼
紙
で
「
両
之
助
」
と
記
さ
れ
「
年
弐
拾
弐
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、「
両
之
助
ト
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改
名
い
た
し
書
上
ル
、
文
政
六
未
三
月
よ
り
」
と
記
さ
れ
、「
与
市
」
か
ら
「
両
之
助
」
に
改
名
し
た
の
は
一
八
二
三
年
（
文
政
六
）
で
あ
る
。
?10
）
忠
左
衛
門
の
実
子
与
市
は
、
一
八
一
八
年
（
文
化
十
五
）
に
は
三
八
才
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
二
二
才
で
あ
る
。
両
之
助
は
養
子
を
し
て
迎
え
ら
れ
、「
与
市
」か
ら
「
両
之
助
」
へ
と
名
前
を
変
え
た
こ
と
に
な
る
。
両
之
助
が
生
ま
れ
た
の
は
、
一
七
九
七
年
（
寛
政
九
）
で
あ
る
。
「
女
房
も
と
年
拾
九
当
郡
大
戸
村
丈
八
娘
」
の
上
に
貼
紙
で
「
女
房
き
し
年
拾
五
当
郡
山
田
村
次
郎
兵
衛
養
女
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
名
子
の
鉄
五
郎
（
年
拾
六
、
当
村
平
左
衛
門
孫
）
が
同
居
し
て
い
た
。
そ
の
他
に
酒
師
三
蔵
と
下
男
三
人
の
奉
公
人
が
い
た
。
一
八
二
四
年
（
文
政
七
）
の
人
別
宗
門
改
帳
に
よ
れ
ば
、
田
中
家
の
家
族
構
成
は
一
八
一
八
年
（
文
化
十
五
）
と
同
じ
で
、
両
之
助
・
き
し
・
鉄
五
郎
と
酒
師
三
蔵
・
下
男
三
人
で
あ
る
。
?11
）
一
八
二
七
年
（
文
政
十
）
の
「
覚
」
に
よ
れ
ば
、「
去
戌
年
よ
り
来
ル
未
年
迄
酒
造
株
ニ
地
面
共
ニ
伊
勢
町
貞
蔵
方
へ
拾
年
季
ニ
質
置
申
候
、
依
之
質
地
年
季
中
貞
蔵
方
ニ
て
酒
造
仕
候
」
?12
）
と
記
さ
れ
、
両
之
助
は
伊
勢
町
の
貞
蔵
に
酒
造
株
と
土
地
を
一
〇
年
季
で
質
に
預
け
、年
季
中
は
貞
蔵
方
で
酒
造
を
し
て
い
た
。
一
八
三
一
年
（
天
保
二
）
の
人
別
宗
門
改
帳
に
よ
れ
ば
、
田
中
両
之
助
の
家
族
構
成
は
、
両
之
助
三
五
才
、
女
房
き
し
二
八
才
、
養
女
つ
ね
二
八
才
、
つ
ね
男
子
亀
之
助
三
才
の
四
人
で
あ
る
。
?13
）
下
男
・
下
女
の
記
載
は
な
い
。
ま
た
、
一
八
三
六
年
（
天
保
七
）
に
お
け
る
田
中
家
の
家
族
構
成
は
、
両
之
助
四
〇
才
、
女
房
き
し
三
三
才
の
二
人
し
か
い
な
い
。
?14
）
一
八
四
五
年
（
弘
化
二
）
で
も
同
様
に
、
両
之
助
四
九
才
、
女
房
き
し
四
二
才
の
二
人
し
か
い
な
い
。
?15
）
一
八
四
六
年
（
弘
化
三
）
の
「
人
別
帳
控
」
に
よ
れ
ば
、
?16
）
田
中
家
の
家
族
構
成
は
、
両
之
助
五
〇
才
、
女
房
き
し
四
三
才
、
養
子
竹
松
一
五
才
の
三
名
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
貼
紙
に
「
両
之
助
養
子
仙
蔵
年
三
拾
壱
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
両
之
助
・
き
し
夫
婦
に
は
子
供
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
養
子
竹
松
を
迎
え
、
家
督
を
継
が
せ
て
い
る
。
一
八
五
六
年
（
安
政
三
）
の
人
別
宗
門
改
帳
に
よ
れ
ば
、
?17
）
両
之
助
二
五
才
、
女
房
た
ま
一
九
才
、
父
好
松
六
〇
才
、
母
き
し
五
三
才
、
弟
仙
蔵
四
〇
才
、
妹
さ
は
三
八
才
の
六
人
で
あ
る
。
弟
仙
蔵
は
「
此
者
長
尋
中
ニ
御
座
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
好
松
は
両
之
助
に
家
督
を
譲
り
、
隠
居
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
八
六
三
年
（
文
久
三
）
の
人
別
宗
門
改
帳
に
よ
れ
ば
、
?18
）
両
之
助
三
一
才
、
女
房
た
ま
二
六
才
、
母
五
九
才
、
弟
仙
蔵
四
六
才
、
妹
さ
は
四
五
才
の
家
族
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
六
三
年
（
文
久
三
）
の
時
点
で
、
好
松
は
死
去
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
東
吾
妻
町
岩
井
の
田
中
家
墓
地
に
あ
る
田
中
両
之
助
の
墓
は
、「
艱かん
岳がく
院
真
光
陰いんしつ
貞
淑
ていしゅく
居
士
墓
」
と
記
さ
れ
、
横
に
は
「
田
中
両
之
助
貞
淑
万
延
元
年
庚
申
九
月
六
日
没
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
好
松
は
一
八
六
〇
年
（
万
延
元
）
九
月
六
日
に
死
去
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
田
中
家
の
戸
主
は
永
八
｜
忠
左
衛
門
｜
与
市
｜
両
之
助
（
好
松
）
｜
両
之
助
（
栄
八
）
と
繫
が
り
、
両
之
助
（
好
松
）
は
、
一
七
九
七
年
（
寛
政
九
）
に
生
ま
れ
、
養
子
に
迎
え
ら
れ
、
一
八
二
三
年
（
文
政
六
）
に
「
両
之
助
」
に
改
名
し
、
一
八
六
〇
年
（
万
延
元
）
九
月
六
日
に
六
四
才
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
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?２
）
酒
造
に
つ
い
て
一
八
三
一
年
（
天
保
二
）
の
「
一
札
之
事
」
?19
）
は
、
田
中
家
の
酒
造
の
歴
史
を
記
し
て
い
る
。一
札
之
事
一
年
来
所
持
致
来
候
酒
株
宝
永
四
亥
年
、
御
地
頭
所
様
よ
り
被
仰
附
候
石
数
元
株
拾
石
其
節
御
地
頭
所
様
は
保
科
主
税
様
と
奉
申
上
候
文
化
元
子
年
御
公
儀
様
よ
り
御
改
奉
請
書
上
候
所
酒
造
元
株
拾
石
酒
造
米
高
百
四
拾
弐
石
五
斗
天
保
二
卯
年
御
公
儀
様
よ
り
御
改
奉
請
書
上
候
所
酒
造
元
株
拾
石
酒
造
米
高
百
四
拾
弐
石
五
斗
冥
加
永
壱
ケ
年
永
百
弐
拾
五
文
宛
御
上
納
仕
候
右
之
通
り
少
モ
相
違
無
御
座
候
以
上
吾
妻
郡
岩
井
村
天
保
二
卯
年
十
一
月
酒
造
株
主
両
之
助
（
印
）
同
郡
郷
原
村
勘
右
衛
門
殿
前
書
之
通
り
相
違
無
御
座
候
、
仍
て
奥
印
い
た
し
候
以
上
岩
井
村
名
主
平
之
助
田
中
家
が
酒
造
の
株
を
取
得
し
て
酒
造
を
始
め
た
の
は
、
一
七
〇
七
年
（
宝
永
四
）
か
ら
で
あ
る
。
?20
）
旗
本
保
科
主
税
よ
り
言
い
渡
さ
れ
た
酒
造
元
株
高
は
一
〇
石
で
あ
る
。
与
市
が
戸
主
で
あ
っ
た
一
八
〇
四
年
（
文
化
元
）
に
は
幕
府
よ
り
改
め
を
受
け
、
酒
造
株
高
一
〇
石
、
酒
造
米
高
一
四
二
石
五
斗
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
八
〇
四
年
（
文
化
元
）
八
月
に
与
市
が
「
御
地
頭
所
」
に
宛
て
た
酒
造
米
高
を
記
し
た
一
札
に
は
、
酒
造
米
高
二
八
五
石
、
一
七
八
八
年（
天
明
八
）
年
の
書
上
高
は
九
五
石
、
酒
造
米
高
一
四
二
石
五
斗
、
そ
の
う
ち
当
子
年
（
文
化
元
）
よ
り
四
七
石
五
斗
増
と
記
さ
れ
て
い
る
。
?21
）
一
八
三
一
年
（
天
保
二
）
の
幕
府
の
改
め
を
受
け
、
酒
造
株
高
一
〇
石
、
酒
造
米
高
一
四
二
石
五
斗
、
冥
加
永
一
ケ
年
永
一
二
五
文
を
上
納
し
て
い
る
。
両
之
助
は
一
八
二
六
年
（
文
政
九
）
十
二
月
伊
勢
町
貞
蔵
に
「
御
年
貢
金
ニ
差
支
」
と
い
う
理
由
で
一
五
〇
両
借
金
を
し
た
。
地
所
二
ケ
所
、
酒
株
（
本
石
一
〇
石
・
造
高
二
八
〇
石
）、
酒
造
蔵
並
び
に
諸
道
具
を
質
入
れ
し
て
い
る
。
?22
）
年
季
は
十
年
季
で
あ
る
。
両
之
助
は
質
地
証
文
を
取
り
結
ぶ
前
の
十
一
月
に
、
酒
師
の
三
蔵
と
伊
勢
町
の
貞
蔵
を
相
手
に
訴
え
て
い
る
。
?23
）
両
之
助
の
主
張
は
、
一
八
二
〇
年（
文
政
三
）
十
一
月
中
、
相
手
貞
蔵
亡
父
医
師
隆
広
の
存
生
中
、
隆
広
に
酒
造
商
い
の
た
め
に
借
金
を
し
た
。
酒
造
に
つ
い
て
は
酒
師
の
三
蔵
に
任
せ
て
い
た
。
一
八
二
四
年
（
文
政
七
）
に
隆
広
が
病
死
し
、
実
子
貞
蔵
の
代
に
な
る
。
同
年
皆
済
年
貢
に
差
し
支
え
、
西
中
之
条
村
医
師
悠
昇
を
通
じ
て
貞
蔵
へ
借
金
を
頼
み
、
一
〇
両
を
借
金
し
た
。
借
金
は
合
計
一
五
〇
両
三
分
二
朱
と
な
り
、
一
ケ
年
に
金
一
五
両
二
分
ト
銀
五
匁
一
分
五
厘
ず
つ
返
済
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
「
我
侭
ニ
酒
方
諸
帳
面
等
貞
蔵
蔵
と
書
改
、
主
人
を
侮
取
不
増
長
致
」
と
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記
し
、
酒
造
方
帳
面
に
酒
造
蔵
を
「
貞
蔵
蔵
」
と
書
き
改
め
、
自
分
を
侮
り
不
と
非
難
し
て
い
る
。
貞
蔵
と
三
蔵
の
「
両
人
同
意
致
私
方
酒
造
諸
帳
面
共
ニ
持
運
候
段
、
御
吟
味
被
成
下
置
候
様
御
聞
済
偏
ニ
奉
願
上
候
」
と
記
し
、
二
人
が
田
中
家
の
酒
造
帳
面
を
ひ
そ
か
に
持
ち
運
ん
で
い
る
こ
と
を
吟
味
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
て
い
る
。
十
二
月
に
は
岩
井
村
七
郎
兵
衛
、
市
之
丞
、
伊
勢
町
周
蔵
が
「
取
扱
人
」
と
し
て
仲
裁
に
入
り
、
内
済
和
談
が
成
立
し
て
い
る
。
?24
）
そ
の
内
容
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
①
両
之
助
の
申
し
立
て
は
「
心
得
違
」
で
あ
り
、
金
の
差
し
引
き
を
調
べ
た
上
で
別
紙
の
質
地
証
文
を
結
び
訴
訟
を
し
な
い
こ
と
②
造
蔵
に
つ
い
て
は
貞
蔵
分
と
は
認
め
ら
れ
な
い
③
貞
蔵
方
に
お
い
て
も
質
地
証
文
を
取
り
結
ん
だ
上
は
訴
訟
を
し
な
い
両
之
助
は
こ
の
一
件
の
後
に
も
、
訴
訟
に
関
わ
っ
て
い
る
。
一
八
三
三
年（
天
保
四
）
二
月
に
、
無
株
酒
造
人
の
酒
造
営
業
の
禁
止
を
求
め
て
吾
妻
郡
の
酒
造
人
一
三
人
が
出
訴
す
る
際
に
、
に
当
た
り
伊
勢
町
の
周
蔵
と
両
之
助
が
出
府
し
て
い
る
。
?25
）
願
書
は
岩
井
村
年
寄
彦
右
衛
門
・
平
次
右
衛
門
が
旗
本
保
科
氏
の
「
御
地
頭
所
様
御
役
人
中
様
」
へ
提
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
五
二
年
（
嘉
永
五
）
八
月
に
は
、
岩
井
村
七
郎
兵
衛
を
相
手
に
「
酒
売
掛
滞
出
入
」
を
訴
え
て
い
る
。
辰
（
弘
化
元
）
十
二
月
二
十
五
日
よ
り
午
（
弘
化
三
）
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
滞
高
金
六
両
と
鐚
七
八
文
の
返
済
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
七
郎
兵
衛
に
酒
を
売
り
掛
け
、
滞
金
が
あ
る
の
で
度
々
催
促
し
た
が
返
済
し
て
く
れ
な
い
の
で
余
儀
な
く
「
御
役
所
様
」
へ
訴
え
る
と
し
て
、
名
主
の
伊
能
平
次
右
衛
門
そ
の
他
村
役
人
衆
中
へ
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。
?26
）
両
之
助
の
石
高
は
、
一
八
二
七
年
（
文
政
十
）
に
三
八
石
四
升
七
合
、
一
八
三
〇
年
（
天
保
元
）
に
三
二
石
三
斗
九
升
七
合
、
一
八
三
三
年
（
天
保
四
）
に
二
六
石
一
斗
九
升
六
合
、
一
八
三
四
年
（
天
保
五
）
に
二
二
石
一
斗
五
升
八
合
、
一
八
三
五
年
（
天
保
六
）
に
一
九
石
五
斗
七
升
一
合
、
一
八
三
六
年
（
天
保
七
）
に
六
石
三
斗
九
升
八
合
、
一
八
三
七
年
（
天
保
八
）
に
六
石
二
斗
四
升
四
合
、
一
八
四
〇
年
（
天
保
十
一
）
に
二
石
九
斗
二
升
五
合
、
一
八
四
七
年
（
弘
化
四
）
に
三
石
九
斗
二
升
五
合
と
天
保
期
に
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。
?27
）
一
八
三
〇
年
（
天
保
元
）
と
一
八
四
〇
年
（
天
保
十
一
）
と
を
比
較
す
る
と
、
二
九
石
四
斗
七
升
二
合
の
石
高
が
減
っ
て
い
る
。
天
保
飢
饉
は
田
中
家
の
経
済
活
動
を
直
撃
し
、
田
中
家
の
石
高
を
激
減
さ
せ
た
。
伜
の
栄
八
の
代
に
な
る
と
、
一
八
六
三
年
（
文
久
三
）
に
一
二
石
二
斗
九
升
四
合
、
一
八
六
五
年
（
慶
応
元
）
に
一
七
石
四
斗
四
升
一
合
、
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
）
に
一
七
石
一
斗
三
升
五
合
に
持
ち
直
し
て
い
る
。
?27
）
一
八
六
八
年
（
慶
応
四
）
に
お
い
て
は
、
両
之
助
の
石
高
は
二
八
石
余
と
石
高
を
持
ち
直
し
、
古
株
造
高
一
四
二
石
五
斗
、
冥
加
永
を
一
二
五
文
上
納
し
て
い
る
。
?28
）
造
桶
は
一
九
本
、
休
桶
は
五
本
、
造
家
は
一
ケ
所
で
あ
る
。
田
中
家
は
幕
末
ま
で
酒
造
稼
ぎ
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
幕
末
期
に
お
い
て
田
中
家
は
、名
主
や
年
寄
な
ど
の
村
役
人
を
務
め
て
い
た
。
「
酒
造
書
付
」
?29
）
に
よ
る
と
、
田
中
両
之
助
（
好
松
）
は
、
一
八
三
一
年
（
天
保
二
）
に
岩
井
村
保
科
岩
之
丞
知
行
所
の
名
主
を
務
め
て
い
る
。
一
八
五
六
年
（
安
政
三
）
の
岩
井
村
保
科
知
行
所
の
御
用
金
賦
課
に
反
対
す
る
村
方
騒
動
で
は
、
伜
の
栄
八
は
「
年
寄
」
と
し
て
村
役
人
の
一
員
と
し
て
活
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動
し
、
他
の
年
寄
・
組
頭
と
と
も
に
小
前
百
姓
を
連
れ
戻
し
、
教
諭
す
る
側
で
動
い
て
い
た
。
?30
）
二
土
地
均
分
の
建
言
書
?一
）
天
保
七
年
の
建
言
書
田
中
好
松
は
、
一
八
三
六
年
（
天
保
七
）
六
月
朔
日
、
三
七
年
（
天
保
八
）
三
月
、
同
年
四
月
、
三
八
年
（
天
保
九
）
五
月
に
四
つ
の
建
言
書
を
記
し
て
い
る
。一
八
三
六
年
（
天
保
七
）
の
建
言
書
は
下
記
の
前
文
が
付
し
て
あ
る
。
米
穀
年
々
相
殖
国
中
窮
民
相
助
り
無
宿
改
心
帰
農
仕
皆
人
仁
義
の
本
心
に
復
り
万
民
豊
に
相
成
候
儀
奉
申
上
候
書
附
米
穀
の
生
産
が
毎
年
増
加
し
、
国
中
の
窮
民
が
助
か
り
無
宿
が
改
心
し
て
農
業
に
戻
り
、
人
々
が
仁
義
の
本
心
に
復
り
万
民
が
豊
か
に
な
る
た
め
の
社
会
改
革
の
建
言
書
を
ま
と
め
た
。
建
言
書
は
「
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候
」
の
願
書
の
形
式
を
と
り
、
差
出
人
は
「
保
科
栄
次
郎
知
行
所
上
州
吾
妻
郡
岩
井
村
百
姓
両
之
助
（
印
）」
と
な
っ
て
い
る
。
好
松
は
自
己
を
「
草
の
窮
民
」
と
定
義
し
て
い
る
。
最
初
は
下
記
の
文
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
私
儀
昏
愚
蒙
昧
を
不
顧
奉
申
上
候
罪
科
難
遁
候
得
共
、
御
盛
徳
に
奉
感
激
、
身
に
極
刑
を
奉
蒙
候
事
を
忘
れ
、
恐
多
も
奉
申
上
候
。
謹
て
奉
勘
考
候
所
、
天
下
昇
平
二
百
五
十
有
余
年
、
御
徳
普
天
の
下
に
輝
き
、
御
治
世
天
地
と
共
に
長
久
し
、
上
今
上
皇
帝
よ
り
下
万
民
に
至
る
迄
、
治
平
の
御
徳
一
人
も
い
た
た
か
さ
る
な
し
。
己
の
無
知
蒙
昧
を
顧
み
ず
、
罪
科
を
遁
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
自
分
の
身
に
極
刑
を
蒙
る
こ
と
も
忘
れ
、恐
れ
多
く
も
申
し
上
げ
る
と
書
き
始
め
て
い
る
。
徳
川
の
治
世
を
「
治
平
の
御
徳
一
人
も
い
た
た
か
さ
る
な
し
」
と
肯
定
す
る
立
場
か
ら
の
建
言
で
あ
る
。
そ
し
て
、天
保
飢
饉
に
象
徴
さ
れ
る
現
状
を
下
記
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
。
無
量
の
天
恩
を
忘
れ
、
大
平
の
和
に
ほ
こ
り
、
衣
食
住
の
奢
日
々
に
増
長
し
、
国
本
の
農
業
怠
り
、
田
舎
山
家
に
住
事
を
き
ら
い
、
金
銀
を
尊
て
米
穀
を
い
や
し
み
、
国
々
の
都
会
へ
集
り
候
間
、
繁
花
の
地
は
日
々
に
盛
に
、
田
舎
は
月
々
に
衰
へ
、
米
穀
を
作
り
出
す
人
は
減
じ
、
是
を
食
す
る
者
は
殖
候
間
、
日
本
国
中
に
て
稲
麦
の
出
来
高
年
々
に
へ
り
可
申
、
左
候
て
も
、
国
々
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の
広
大
平
年
は
し
れ
ざ
れ
ど
も
、
凶
年
饑
饉
等
の
節
は
、
国
の
倉
稟
不
充
分
は
一
年
の
凶
年
も
数
年
の
凶
年
に
均
し
く
、
人
民
餓
死
に
及
候
時
は
、
乍
恐
御
威
光
に
て
も
急
に
米
穀
は
難
出
来
、
人
皆
君
子
に
あ
ら
ざ
れ
ば
手
を
束
て
斃
る
る
者
は
有
間
敷
、
窮
す
れ
は
乱
す
る
の
古
語
の
ご
と
く
、
必
然
乱
に
至
る
べ
く
、
昔
よ
り
大
平
の
乱
世
に
成
候
は
は
凶
年
饑
饉
其
端
を
不
為
は
な
し
。
其
節
に
至
り
、
知
賢
も
是
難
復
候
得
ば
、
治
世
に
乱
の
源
を
塞
候
様
御
政
事
被
下
度
奉
存
候
。
衣
食
住
の
奢
り
が
日
々
増
長
し
、
国
の
本
で
あ
る
農
業
を
怠
り
、
金
銀
を
尊
び
米
穀
を
卑
し
み
、
都
会
へ
集
ま
り
田
舎
が
衰
え
、
米
穀
を
作
り
出
す
人
が
減
少
し
て
食
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。
日
本
国
中
で
稲
麦
の
生
産
高
が
毎
年
減
少
し
、
凶
作
飢
饉
の
年
は
国
の
倉
が
不
十
分
と
な
り
、
一
年
の
凶
作
が
数
年
の
凶
作
と
な
り
、
人
民
が
餓
死
に
及
ぶ
時
は
急
に
は
米
穀
は
生
産
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
奢
り
の
原
因
を
次
の
よ
う
に
あ
げ
て
い
る
。
奢
の
本
は
工
に
て
、
其
次
は
商
に
て
候
。
当
時
の
職
人
法
を
不
守
、
度
を
不
信
、
種
々
巧
を
尽
し
、
器
財
織
物
を
制
作
し
、
商
人
是
を
売
買
致
し
候
間
、
辺
鄙
遼
遠
の
農
人
迄
種
々
の
珍
器
を
相
求
、
自
然
と
奢
り
相
増
、
世
界
一
統
珍
器
名
物
を
翫
候
人
情
に
て
、
商
人
職
人
の
数
格
別
に
相
殖
、
農
人
日
々
に
減
じ
候
儀
に
て
、
商
人
職
人
と
て
も
無
て
な
ら
ざ
る
も
の
に
候
得
共
、
中
道
を
越
て
多
く
候
得
ば
世
界
の
害
に
相
成
申
候
間
、
工
商
に
御
法
度
を
御
出
し
被
遊
、
如
是
品
は
作
り
、
如
是
品
は
不
作
、
如
是
品
は
売
買
致
し
、
如
是
品
は
不
売
捌
様
被
仰
出
候
ハ
ハ
、
機
巧
の
品
物
相
減
じ
、
珍
器
名
物
買
求
候
事
難
出
来
、
自
然
と
奢
相
止
工
商
の
数
も
少
く
な
り
、
農
人
相
殖
候
儀
に
奉
存
候
。
職
人
が
器
財
織
物
を
制
作
し
、
商
人
が
こ
れ
を
売
買
し
、
農
人
た
ち
が
種
々
の
珍
器
を
求
め
自
然
と
奢
り
が
生
じ
て
き
た
。
商
人
職
人
の
数
が
格
別
に
増
加
し
、
農
人
が
日
々
に
減
少
し
た
。
商
人
職
人
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
、「
中
道
」
を
越
え
て
多
く
な
れ
ば
「
世
界
の
害
」
と
な
り
、
職
人
や
商
人
に
法
度
を
出
し
て
品
物
生
産
や
売
買
を
抑
え
れ
ば
自
然
と
奢
り
が
止
む
と
し
て
い
る
。
金
銀
は
「
世
界
第
一
の
重
宝
」
で
、
民
家
で
必
要
な
品
物
と
交
易
す
る
際
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
中
道
を
越
え
る
と
多
く
な
る
と
害
を
な
し
、下
記
に
述
べ
る
よ
う
な
弊
害
も
生
じ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
田
舎
或
は
山
家
に
て
も
金
銀
多
く
所
持
致
候
者
は
、
金
貸
・
質
屋
又
は
米
穀
の
買
置
等
致
、
農
業
を
打
捨
、
貧
民
の
膏
血
を
削
り
経
営
す
る
も
の
御
座
候
間
、
関
東
田
舎
の
諺
に
、
田
を
作
り
て
は
不
合
、
穀
は
買
方
徳
用
な
り
と
申
言
通
語
に
相
成
、
器
財
織
物
等
製
作
の
職
人
、
運
送
の
商
人
日
に
増
多
く
成
に
随
、
往
還
の
旅
人
も
半
は
商
人
に
候
間
、
茶
屋
・
旅
龍
屋
も
年
々
に
増
、
工
商
殖
れ
は
農
人
減
じ
、
此
儘
に
て
は
年
々
国
中
の
米
穀
は
少
く
、
食
潰
し
候
者
の
み
多
く
、
末
々
困
窮
に
至
り
候
よ
り
外
如
何
共
不
成
勢
に
成
行
可
申
候
間
、
今
よ
り
金
銀
を
卑
で
米
穀
を
尊
び
候
御
政
事
被
為
有
候
様
仕
度
奉
存
候
。
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金
持
ち
は
金
貸
し
や
質
屋
を
営
み
ま
た
は
米
穀
を
買
い
置
き
、
農
業
を
捨
て
貧
民
の
膏
血
を
削
り
経
営
し
て
い
る
。
関
東
の
田
舎
の
諺
に
田
で
米
を
作
っ
て
は
合
わ
ず
、
米
穀
は
買
っ
た
方
が
得
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
金
銀
を
卑
し
み
米
穀
を
尊
ぶ
政
事
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
好
松
は
商
品
経
済
の
発
展
と
と
も
に
農
業
の
存
続
事
態
が
脅
か
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
に
対
す
る
危
機
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
好
松
の
批
判
は
政
治
に
向
け
ら
れ
て
い
く
。
政
治
の
弊
害
は
、
諸
大
名
や
家
老
た
ち
が
自
分
の
身
を
「
金
宮
玉
殿
の
内
」
で
成
長
し
て
き
た
た
め
に
「
下
の
民
情
」「
人
情
の
細
微
」
を
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
幕
領
で
は
代
官
の
下
に
い
る
元
締
や
手
代
衆
に
「
邪
曲
の
者
」
が
い
て
、
村
役
人
や
金
持
よ
り
賄
賂
を
貰
い
「
非
有
も
理
に
」
な
る
。
藩
領
で
は
家
老
や
用
人
の
「
悪
政
」
に
よ
っ
て
百
姓
が
い
よ
い
よ
困
窮
に
な
り
、
越
訴
や
一
揆
と
な
り
国
中
の
騒
動
に
も
及
ぶ
と
し
て
い
る
。「
表
向
は
御
威
光
に
恐
れ
屈
伏
致
し
候
得
共
、
本
心
に
は
地
頭
・
領
主
を
恨
候
者
も
可
有
之
」
と
記
し
、
困
窮
人
た
ち
が
邪
曲
の
役
人
の
糺
を
受
け
て
非
道
の
財
貨
を
蒙
り
、
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
を
批
判
し
て
い
る
。
民
情
が
上
へ
通
ず
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
邪
曲
の
役
人
も
悪
政
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、「
御
重
職
様
方
」が
直
ち
に
民
情
を
聴
き
、
理
非
を
裁
い
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
領
主
・
地
頭
も
こ
れ
を
恐
れ
、
政
治
が
「
明
白
正
路
」
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
好
松
の
批
判
は
幕
府
の
代
官
や
私
領
の
領
主
・
地
頭
だ
け
で
な
く
、
関
東
取
締
出
役
に
も
及
ん
で
い
る
。
御
取
締
方
度
々
御
廻
村
有
之
、
博
奕
盗
賊
種
々
の
悪
党
御
召
捕
被
遊
候
得
共
、
跡
よ
り
直
に
出
来
致
し
候
儀
は
、
国
々
の
広
大
中
々
御
手
不
行
届
、
御
出
役
先
に
て
は
悪
党
共
逃
去
り
候
得
共
、
御
廻
忖
の
跡
に
て
又
々
相
集
り
、
御
出
役
の
節
は
道
筋
御
旅
宿
等
前
日
に
相
知
候
間
、
右
の
風
聞
承
り
候
得
は
悪
党
共
立
退
候
間
、
是
迄
の
姿
に
て
御
廻
村
被
遊
候
て
も
其
詮
薄
く
候
儀
に
御
座
候
。
関
八
州
の
領
域
が
広
い
た
め
支
配
が
行
き
届
か
ず
、
出
役
の
廻
村
の
後
に
無
宿
や
悪
党
が
集
ま
り
、
旅
宿
の
前
日
に
出
役
の
道
筋
の
情
報
を
収
集
し
て
逃
げ
て
し
ま
う
。
こ
の
ま
ま
で
は
出
役
が
廻
村
し
て
も
、
そ
の
効
果
は
薄
い
と
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
村
役
人
に
対
し
て
も
次
の
よ
う
な
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。
当
時
は
地
頭
・
領
主
の
役
人
政
事
に
怠
候
間
、
名
主
組
頭
等
は
、
百
姓
に
農
業
を
勧
め
孝
悌
の
道
を
教
候
事
政
教
の
第
一
に
て
、
己
か
業
に
御
座
候
所
、
政
務
と
申
事
は
、
一
円
不
知
、
年
貢
の
取
立
の
み
役
儀
と
心
得
、
村
方
の
者
農
業
を
怠
り
田
畑
を
荒
し
候
て
も
、年
貢
さ
ゑ
済
せ
ば
よ
し
と
存
、
大
酒
婬
楽
に
耽
り
、
又
は
博
奕
致
し
候
を
も
不
顧
、
投
や
り
に
致
し
、
其
上
名
主
組
頭
も
年
番
月
番
に
致
し
候
村
方
に
て
は
、
配
下
の
者
共
身
持
不
に
て
、
耕
作
も
不
勤
、
百
姓
離
散
致
し
候
を
も
不
知
躰
に
て
、
世
話
事
は
後
役
へ
廻
し
、
政
教
の
事
は
打
捨
置
候
間
、
不
忠
不
孝
の
輩
も
出
来
致
し
、
農
業
も
疎
に
な
り
候
間
、
年
々
田
畑
の
実
の
り
も
相
減
し
、
窮
民
無
宿
等
多
く
種
々
の
悪
事
も
出
来
致
候
儀
に
御
座
候
。
村
役
人
の
仕
事
は
百
姓
に
農
業
を
勧
め
孝
悌
の
道
を
教
え
る
の
が
第
一
の
政
― ―147
落 合 延 孝
務
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
貢
取
立
の
み
を
役
義
と
心
得
、
村
方
の
者
が
農
業
を
怠
り
田
畑
を
荒
ら
し
て
も
年
貢
さ
え
済
ま
せ
れ
ば
よ
い
と
考
え
、
百
姓
が
大
酒
淫
楽
に
耽
け
た
り
博
奕
を
し
て
も
投
げ
や
り
的
な
対
応
を
す
る
村
役
人
た
ち
を
批
判
す
る
。
天
下
の
人
情
が
金
銀
を
尊
ぶ
ゆ
え
、
困
窮
の
百
姓
は
日
々
に
掠
奪
さ
れ
、
公
事
訴
訟
を
上
へ
訴
え
て
も
、
金
持
は
賄
賂
で
役
人
を
籠
絡
し
、
理
を
非
に
曲
げ
て
裁
判
し
、
村
役
人
も
こ
れ
に
泥
み
、
困
窮
人
の
訴
え
が
旗
本
や
領
主
へ
差
し
出
さ
れ
ず
そ
の
ま
ま
差
し
置
か
れ
て
し
ま
う
状
況
を
憂
慮
し
て
い
た
。
「
当
今
の
世
」
が
余
り
も
金
銀
を
尊
ぶ
ゆ
え
、「
金
銀
の
威
勢
」
が
「
国
君
の
大
夫
」
に
優
り
、
政
治
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
役
人
の
奸
曲
も
生
じ
、
金
銀
に
よ
っ
て
不
仁
不
義
に
な
り
、
正
路
の
者
も
奸
曲
に
な
り
、
国
君
の
大
夫
・
官
人
等
も
下
賤
の
金
持
ち
へ
交
り
を
結
び
、「
忠
孝
節
義
は
馬
鹿
者
の
致
す
事
」
と
心
得
る
よ
う
に
な
り
、
日
夜
利
欲
の
事
の
み
心
掛
け
、
己
の
身
命
を
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
防
止
し
、
金
銀
を
卑
ん
で
忠
信
を
尊
ぶ
政
治
を
し
な
い
と
、
人
情
は
日
々
忠
信
を
失
い
、「
末
々
乱
世
」
に
な
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
年
々
農
人
の
数
が
減
少
す
る
の
は
大
名
や
旗
本
が
「
民
の
産
」
を
制
止
し
な
い
た
め
だ
と
し
て
い
る
。
百
姓
の
中
に
は
先
祖
伝
来
の
田
畑
を
金
持
ち
へ
売
払
い
、
村
方
を
立
ち
退
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
小
百
姓
は
、
凶
作
病
難
火
難
を
蒙
り
あ
る
い
は
老
年
幼
少
の
子
供
を
多
く
持
っ
て
い
る
の
で
、
金
持
ち
に
借
金
し
高
利
に
よ
っ
て
返
済
で
き
ず
田
畑
を
売
り
渡
し
、田
徳
を
地
主
へ
取
ら
れ
、年
々
に
衰
え
村
方
を
立
ち
退
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
好
松
は
「
富
る
者
は
益
富
、
窮
す
る
者
は
愈
窮
」
す
る
世
の
中
へ
の
批
判
を
強
め
て
い
っ
た
。「
大
百
姓
の
徳
分
を
御
削
被
遊
、御
仁
政
の
大
本
を
御
立
被
成
」
と
記
し
、
農
本
主
義
の
立
場
か
ら
の
徹
底
し
た
小
百
姓
保
護
の
社
会
改
革
を
構
想
し
た
。
民
の
産
を
作
る
た
め
に
、「
田
畑
と
金
銀
と
交
易
に
不
成
様
御
法
度
御
立
被
遊
候
」
と
田
畑
の
売
買
禁
止
の
法
度
制
定
を
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
手
作
り
以
外
の
田
畑
は
「
不
用
の
物
」
で
「
余
分
」
の
田
畑
が
あ
れ
ば
「
奢
の
基
」
に
な
る
。
そ
こ
で
、「
余
分
の
田
畑
」
を
取
り
上
げ
て
小
百
姓
へ
再
配
分
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
余
分
の
田
畑
を
ば
、
上
へ
御
取
上
ケ
、
小
百
姓
へ
御
割
渡
被
遊
、
是
よ
り
田
畑
質
地
ニ
売
買
致
候
者
は
、
当
人
は
勿
論
村
役
人
迄
急
度
厳
科
に
可
被
処
旨
仰
出
候
ハ
ハ
、
百
姓
穀
禄
平
に
、
万
民
恒
の
産
と
な
り
、
永
世
相
続
可
仕
候
。
且
余
分
の
田
畑
御
取
上
ケ
に
相
成
候
て
も
、
少
も
御
非
分
は
無
御
座
候
。
其
故
は
、
田
畑
に
相
成
候
土
地
も
、
人
の
生
成
致
し
候
も
、
共
に
天
地
の
自
然
に
従
候
間
、
一
夫
の
可
耕
田
地
は
、
固
よ
り
其
者
へ
天
よ
り
賦
す
る
禄
敷
に
て
人
の
作
為
に
は
無
御
座
候
田
畑
は
百
姓
生
育
の
大
本
で
あ
り
五
穀
を
生
む
大
宝
で
あ
り
、
百
姓
に
と
っ
て
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
禄
と
好
松
は
考
え
て
い
た
。
田
畑
に
な
っ
た
土
地
も
人
の
生
成
も
「
天
地
の
自
然
に
」
従
い
、
一
人
の
農
夫
が
耕
す
べ
き
田
地
は
、「
固
よ
り
其
者
へ
天
よ
り
賦
す
る
禄
敷
に
て
人
の
作
為
に
は
無
御
座
候
」
と
記
し
、
田
畑
を
天
よ
り
賦
さ
れ
た
「
禄
敷
」
で
あ
り
人
の
「
作
為
」
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。
― ―148
幕末を生きた一農民の社会意識
ま
た
、
富
人
の
田
畑
を
削
り
余
分
の
田
畑
を
取
り
上
げ
、
小
百
姓
へ
再
配
分
す
れ
ば
「
穀
禄
平
に
」
な
り
、「
恩
賜
の
土
地
」
を
大
切
に
所
持
す
る
と
考
え
て
い
る
。
試
み
の
た
め
一
郷
一
村
レ
ベ
ル
で
民
の
産
を
作
る
た
め
に
、
余
分
の
田
畑
を
取
り
上
げ
小
百
姓
へ
預
け
た
場
合
に
は
、
質
地
売
買
を
禁
止
し
、
も
し
他
人
へ
売
り
渡
し
た
時
は
、
売
主
買
主
だ
け
で
な
く
村
役
人
ま
で
厳
科
に
処
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
試
作
が
三
ケ
年
過
て
も
う
ま
く
行
か
な
い
場
合
に
は
、「
私
を
極
刑
に
被
為
処
、
新
法
を
去
て
旧
法
に
復
」
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
田
畑
均
し
く
御
割
賦
被
下
候
得
は
、
金
銀
所
持
の
多
少
は
何
程
有
之
候
て
も
産
業
の
害
に
は
相
成
不
申
候
。
其
故
は
、
人
は
天
地
の
元
気
に
生
し
、
土
着
仕
、
土
地
を
耕
し
五
穀
を
食
し
成
長
仕
候
得
は
、
田
畑
は
万
民
へ
天
よ
り
賦
す
る
禄
敷
に
て
、永
世
不
易
の
産
業
に
候
得
と
も
、金
銀
は
其
時
々
通
用
の
器
物
に
て
、
常
に
不
貯
買
候
て
も
格
別
の
難
儀
に
は
相
成
不
申
、
米
穀
有
之
候
得
は
餓
死
の
憂
は
無
御
座
候
。
金
銀
所
持
の
多
少
が
あ
っ
て
も
産
業
の
害
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
人
は
天
地
の
元
気
を
貰
い
土
地
を
耕
し
五
穀
を
食
し
て
成
長
す
れ
ば
、
田
畑
は
万
民
に
対
し
て
「
天
よ
り
賦
す
る
禄
敷
」
で
永
世
不
易
の
産
業
で
あ
る
。
金
銀
は
そ
の
時
々
に
通
用
す
る
器
物
で
常
に
貯
え
買
わ
な
く
て
も
難
儀
し
な
い
が
、
米
穀
が
あ
れ
ば
餓
死
の
憂
い
は
な
い
と
し
て
い
る
。
好
松
は
土
地
再
配
分
に
つ
い
て
、下
記
の
よ
う
な
具
体
的
提
案
を
し
て
い
る
。
若
又
百
姓
一
統
へ
恒
の
産
御
制
作
被
下
候
義
広
大
の
事
に
て
、
乍
恐
不
被
為
及
候
ハ
ハ
、
其
村
々
の
大
百
姓
よ
り
持
高
に
応
し
御
取
上
ケ
、
田
畑
一
切
不
持
窮
民
へ
は
屋
敷
共
に
弐
反
五
畝
歩
三
反
歩
御
渡
し
被
下
、
又
は
田
畑
所
持
仕
候
者
困
窮
致
し
、
借
財
片
附
候
節
も
家
共
に
右
の
反
歩
は
急
度
相
残
し
候
様
被
仰
附
候
て
も
広
大
の
御
慈
悲
に
罷
成
、
尤
田
畑
均
し
く
被
下
置
候
程
に
は
無
御
座
候
得
共
、右
弐
反
五
畝
歩
三
反
被
下
置
候
分
、
後
日
他
人
へ
相
渡
し
候
ハ
ハ
、
当
人
は
勿
論
村
役
人
迄
急
度
厳
科
に
可
被
処
旨
被
仰
渡
候
ハ
ハ
、
無
宿
流
民
に
相
成
候
憂
無
御
座
候
。
村
々
の
大
百
姓
か
ら
持
高
に
応
じ
て
土
地
を
取
上
げ
、
田
畑
を
全
く
所
持
し
な
い
窮
民
へ
は
屋
敷
と
と
も
に
田
畑
を
二
反
五
畝
か
三
反
を
割
渡
す
。
田
畑
を
所
持
し
て
い
た
者
が
困
窮
し
た
場
合
も
、
同
様
に
二
反
五
畝
歩
か
三
反
を
配
分
す
る
。
後
日
他
人
へ
売
渡
し
た
場
合
は
、
当
人
は
勿
論
村
役
人
を
厳
し
く
処
分
す
れ
ば
、
無
宿
流
民
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
好
松
が
算
出
し
た
二
反
五
畝
歩
や
三
反
歩
の
規
模
は
、
小
百
姓
の
生
活
の
最
低
基
準
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
八
六
九
年
（
明
治
二
）
岩
井
村
明
細
帳
に
よ
れ
ば
、
?31
）
岩
井
村
の
田
畑
面
積
は
九
一
町
九
反
四
畝
一
五
歩
で
あ
り
、
百
軒
の
家
数
で
割
れ
ば
一
軒
あ
た
り
九
反
一
畝
歩
余
で
あ
り
、
田
方
面
積
は
二
七
町
八
反
九
畝
六
歩
で
一
軒
あ
た
り
二
反
七
畝
歩
余
と
な
る
。
好
松
の
算
出
し
た
数
字
二
反
五
畝
歩
か
ら
三
反
歩
は
、
一
軒
あ
た
り
の
田
方
面
積
の
平
均
に
近
い
。
好
松
は
建
言
書
を
次
の
文
で
結
ん
で
い
る
。
依
之
百
姓
に
恒
の
産
を
御
制
作
被
下
、
穀
禄
平
に
相
成
候
得
は
、
万
民
均
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し
く
御
仁
沢
に
浴
し
、
国
に
窮
民
盗
民
な
く
、
利
欲
を
貪
る
心
を
去
て
仁
義
忠
孝
の
本
心
に
復
し
、
耕
作
無
怠
相
勤
候
ハ
ハ
、
米
穀
沢
山
に
出
来
致
し
、
凶
年
饑
饉
有
之
候
節
も
、
百
姓
に
餓
色
な
く
、
国
本
大
丈
夫
に
相
成
可
申
候
間
、
深
く
御
仁
愛
被
成
下
、
百
姓
各
天
禄
に
安
し
業
を
楽
し
み
、
知
愚
均
し
く
御
恩
沢
を
奉
蒙
候
様
仕
度
奉
存
候
。
好
松
の
基
本
的
な
社
会
改
革
の
考
え
方
は
、「
穀
禄
平
に
」な
る
こ
と
で
あ
り
、
万
民
が
均
し
く
御
仁
沢
を
浴
す
れ
ば
、
国
に
窮
民
も
盗
民
も
な
く
、
利
欲
を
貪
る
心
も
去
っ
て
仁
義
忠
孝
の
本
心
に
復
し
、
耕
作
を
怠
り
な
く
勤
め
れ
ば
、
米
穀
が
沢
山
実
り
凶
作
飢
饉
が
あ
っ
て
も
百
姓
に
飢
餓
が
な
く
、
国
の
本
が
大
丈
夫
で
あ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
?二
）
天
保
八
年
の
建
言
書
一
八
三
七
年
（
天
保
八
）
の
建
言
書
は
三
月
と
四
月
の
二
通
で
あ
る
。
三
月
の
建
言
書
は
、「
去
申
の
六
月
朔
日
迄
に
、
商
人
職
人
相
減
し
、
農
人
相
増
し
、
年
々
米
穀
沢
山
に
な
り
、
利
欲
を
去
て
忠
信
を
貴
ひ
、
国
富
民
盛
に
相
成
候
御
仕
法
乍
恐
奉
愚
案
」と
記
し
て
い
る
。
好
松
の
社
会
改
革
の
理
念
は「
国
富
民
盛
」
で
あ
り
、
建
言
書
は
そ
の
た
め
の
「
御
仕
法
」
で
あ
る
。
好
松
は
一
八
三
六
年
（
天
保
七
）
六
月
以
降
の
天
保
飢
饉
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
六
月
七
日
よ
り
陰
気
勝
に
て
陽
気
薄
く
、
雨
天
相
続
、
不
時
の
冷
気
流
行
仕
候
故
、
晩
秋
収
納
の
節
に
至
り
、
五
稼
皆
不
熟
大
饑
饉
に
相
成
、
旧
穀
価
貴
し
て
難
買
求
窮
民
及
餓
死
候
者
難
算
候
儀
は
、
是
迄
金
銀
を
貴
て
米
穀
を
い
や
し
み
、
耕
作
を
捨
て
商
人
職
人
に
相
成
候
弊
に
御
座
候
。
天
保
七
年
六
月
以
降
雨
天
が
続
き
冷
気
の
天
候
と
な
っ
た
た
め
、
晩
秋
収
納
の
節
に
五
穀
が
不
熟
の
大
飢
饉
と
な
り
、
穀
物
価
格
が
騰
貴
し
て
、
窮
民
が
米
穀
を
買
う
こ
と
が
で
き
ず
餓
死
者
が
数
え
が
た
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
金
銀
を
尊
び
米
穀
を
卑
し
み
耕
作
を
捨
て
、
職
人
商
人
に
な
る
弊
害
が
飢
饉
を
生
ん
だ
と
し
て
い
る
。
好
松
は
天
保
飢
饉
の
体
験
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
素
よ
り
凶
年
饑
饉
の
儀
は
不
時
の
天
災
と
は
申
な
が
ら
、
百
年
の
間
に
は
定
て
壱
両
度
は
有
之
候
義
に
て
、
平
日
農
業
出
精
致
し
、
旧
穀
の
貯
沢
山
に
有
之
候
得
は
格
別
の
難
儀
は
無
御
座
候
得
共
、
穀
禄
不
平
に
候
故
窮
民
農
業
難
出
来
、
米
穀
の
貯
無
之
候
間
餓
死
仕
候
儀
に
御
座
候
。
凶
作
・
飢
饉
は
「
不
時
の
天
災
」
で
あ
る
が
、
百
年
に
一
回
二
回
有
る
も
の
で
、
平
日
農
業
に
精
を
出
し
旧
穀
の
貯
え
が
沢
山
あ
れ
ば
格
別
の
難
儀
は
な
い
が
、「
穀
禄
不
平
」の
た
め
農
業
が
出
来
な
い
と
米
穀
の
貯
え
が
な
く
窮
民
は
餓
死
す
る
。
米
穀
の
貯
え
が
あ
れ
ば
、
凶
作
飢
饉
の
節
も
お
救
い
米
が
な
く
て
も
餓
死
し
な
い
。
代
官
所
や
大
名
領
で
は
一
ケ
月
二
ケ
月
の
お
救
い
米
が
あ
っ
た
が
、
小
家
様
の
領
地
で
は
一
切
の
夫
食
の
手
当
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
作
物
が
皆
無
の
土
地
か
ら
三
割
四
割
の
年
貢
取
立
が
あ
っ
た
り
、
先
納
年
貢
を
取
り
立
て
た
場
所
も
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
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四
月
の
建
言
書
も
同
趣
旨
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
数
字
を
提
案
し
て
い
る
。
一
六
十
余
郡
に
て
御
石
高
弐
千
八
百
万
石
も
有
之
候
ハ
ハ
、
千
石
ニ
附
百
姓
弐
百
軒
と
積
り
此
家
数
五
百
六
拾
万
軒
壱
ケ
年
弐
軒
に
て
御
年
貢
御
上
納
夫
食
雑
費
引
残
り
、
米
な
ら
ば
五
斗
雑
穀
に
候
ハ
ハ
壱
石
つ
つ
余
分
除
置
候
。
壱
ケ
年
分
米
に
し
て
弐
百
八
拾
万
石
雑
穀
に
て
は
五
百
六
拾
万
石
拾
ケ
年
分
米
に
し
て
弐
千
八
百
万
石
雑
穀
に
て
は
五
千
六
百
万
石
右
の
石
高
積
穀
に
相
成
可
申
候
間
、
村
々
郷
蔵
に
貯
置
候
共
、
国
々
御
社
倉
に
御
積
置
被
遊
候
共
、
万
一
凶
年
饑
饉
の
節
は
何
方
迄
も
運
送
仕
…
…
好
松
は
日
本
全
国
の
石
高
を
二
八
〇
〇
万
石
と
し
、
千
石
に
つ
き
百
姓
二
〇
〇
軒
と
見
積
も
る
と
家
数
は
五
六
〇
万
軒
と
な
る
。
年
に
二
軒
で
米
五
斗
、
雑
穀
一
石
ず
つ
と
す
る
と
、
一
年
分
で
米
二
八
〇
万
石
、
雑
穀
五
六
〇
万
石
、
一
〇
年
分
で
は
米
二
八
〇
〇
万
石
、
雑
穀
で
は
五
六
〇
〇
万
石
の
積
穀
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
米
雑
穀
を
村
の
郷
蔵
に
貯
え
る
と
凶
年
飢
饉
の
備
え
に
な
る
と
計
算
し
て
い
る
。
?三
）
天
保
九
年
の
建
言
書
好
松
は
一
連
の
建
言
書
を
一
八
三
八
年
（
天
保
九
）
五
月
に
ま
と
め
て
い
る
。
建
言
書
の
順
序
は
、
九
年
の
建
言
書
が
最
初
に
あ
り
、
七
年
、
八
年
の
建
言
書
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
三
八
年
（
天
保
九
）
五
月
の
建
言
書
は
、
七
年
の
建
言
書
と
同
様
に
、「
米
穀
年
々
相
殖
国
中
窮
民
相
助
り
、
無
宿
共
改
心
帰
農
仕
皆
人
仁
義
の
本
心
に
復
り
、
万
民
豊
に
相
成
候
儀
奉
申
上
候
書
附
」
の
前
文
が
あ
り
、「
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候
」
の
願
書
の
形
式
で
、
差
出
人
は
「
保
科
栄
次
郎
知
行
所
上
州
吾
妻
郡
岩
井
村
百
姓
両
之
助（
印
）」と
な
っ
て
い
る
。
七
年
・
八
年
の
建
言
書
と
異
な
る
の
は
、
宛
先
が
「
御
老
中
様
御
公
用
人
中
様
」
と
「
御
大
老
様
御
公
用
人
中
様
」
と
な
っ
て
お
り
、
老
中
や
大
老
に
提
出
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
最
初
に
こ
の
建
言
書
を
記
し
た
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
至
愚
蒙
昧
を
以
、国
富
民
盛
に
相
成
候
御
仕
法
別
紙
小
冊
に
相
記
候
得
共
、
其
位
に
あ
ら
す
し
て
其
御
政
事
を
奉
申
上
候
儀
古
よ
り
の
禁
戒
に
て
、
罪
実
に
九
族
に
及
候
得
共
、
当
時
の
有
様
、
金
銀
を
尊
て
米
穀
を
い
や
し
み
、
仁
義
を
捨
て
功
利
を
好
み
、
商
人
・
職
人
相
殖
、
農
人
次
第
に
衰
を
仕
、
米
穀
の
出
来
高
年
々
に
減
し
候
儀
国
家
の
大
患
に
相
成
申
候
。
現
在
の
有
様
は
金
銀
を
尊
び
米
穀
を
卑
し
み
、仁
義
を
捨
て
て
功
利
を
好
み
、
商
人
や
職
人
が
増
加
し
、
農
人
が
次
第
に
衰
微
し
て
お
り
、
米
穀
の
出
来
高
が
年
々
減
少
し
て
「
国
家
の
大
患
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
防
止
す
る
た
め
に
、
百
姓
一
統
へ
の
恒
の
産
を
作
り
出
し
、「
田
禄
」平
に
す
る
仕
法
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を
下
記
の
よ
う
に
提
案
し
て
い
る
。
何
卒
々
広
大
無
量
の
御
慈
悲
を
以
て
、百
姓
一
統
へ
恒
の
産
御
制
作
被
下
、
田
禄
平
に
相
成
候
ハ
ハ
、
大
家
も
な
く
小
家
も
な
く
、
皆
人
己
か
分
に
安
し
、
業
を
た
の
し
み
、
年
々
米
穀
沢
山
に
な
り
、
民
凍
の
憂
な
く
、
知
愚
均
し
く
御
恩
沢
を
可
奉
蒙
と
奉
存
候
。
好
松
は
「
当
水
戸
御
屋
形
様
は
、
御
天
質
御
聖
明
の
御
君
様
に
被
為
有
、
御
聖
徳
日
々
に
盛
に
又
日
々
に
新
な
り
」と
記
し
、
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
を「
御
天
質
御
聖
明
の
御
君
様
」と
高
く
評
価
し
て
い
た
。
斉
昭
だ
け
で
な
く
、「
其
外
御
大
家
様
御
小
家
様
」
も
み
な
分
国
の
治
平
安
民
の
天
命
を
有
し
て
い
る
有
徳
の
「
御
聖
君
様
」
に
申
し
上
げ
る
と
し
て
い
る
。
好
松
は
天
保
飢
饉
の
な
か
で
一
八
三
〇
年
（
天
保
元
）
三
二
石
三
斗
九
升
七
合
か
ら
一
八
四
〇
年
（
天
保
十
一
）
に
二
石
九
斗
二
升
五
合
へ
と
自
家
の
石
高
を
急
激
に
失
っ
た
。好
松
は
天
保
飢
饉
に
な
か
に
金
銀
を
尊
び
米
穀
を
卑
し
み
、
都
会
へ
人
が
集
ま
り
田
舎
が
衰
え
、
商
品
経
済
の
発
達
と
と
も
に
、
農
人
た
ち
が
農
業
を
捨
て
る
農
業
の
危
機
的
現
状
に
対
す
る
危
機
意
識
か
ら
「
穀
禄
平
」
の
世
の
中
を
希
求
す
る「
国
富
民
盛
」の
社
会
改
革
案
を
構
想
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
大
百
姓
か
ら
持
高
に
応
じ
て
土
地
を
取
上
げ
、
田
畑
を
全
く
所
持
し
な
い
窮
民
へ
は
屋
敷
と
と
も
に
田
畑
を
二
反
五
畝
か
三
反
を
割
渡
す
と
い
う
土
地
再
配
分
の
改
革
案
で
あ
る
。
三
開
国
建
言
書
一
八
五
三
年
（
嘉
永
六
）
の
ペ
リ
ー
の
来
航
の
以
降
、
幕
府
は
ペ
リ
ー
の
開
国
要
求
に
対
処
す
る
た
め
に
大
名
か
ら
武
士
・
浪
人
に
至
る
ま
で
広
く
諮
問
し
て
い
る
。
一
八
五
七
年
（
安
政
四
）
十
二
月
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
日
米
通
商
条
約
締
結
の
際
に
も
、
幕
府
は
ハ
リ
ス
の
提
案
内
容
を
事
前
に
大
名
に
示
し
、
対
策
を
諮
問
し
た
。
好
松
は
彼
を
訪
ね
て
き
た
浦
上
信
斎
か
ら
、
一
八
五
七
年
（
安
政
四
）
年
十
二
月
十
五
日
、
堀
田
備
中
守
よ
り
御
大
目
附
井
戸
対
馬
守
へ
の
達
し
を
入
手
し
、
こ
の
達
書
を
読
ん
で
建
言
書
を
記
し
た
。
建
言
書
は
次
の
言
葉
で
始
ま
る
。
保
科
栄
次
郎
知
行
所
上
州
吾
妻
郡
岩
井
村
年
寄
両
之
介
父
好
松
奉
申
上
候
、
私
義
賎
悪
衰
老
之
貧
民
ニ
御
座
候
て
、
重
々
奉
恐
入
候
御
義
ニ
候
得
共
、
左
ニ
奉
申
上
候
好
松
は
自
分
を
「
保
科
栄
次
郎
知
行
所
上
州
吾
妻
郡
岩
井
村
年
寄
両
之
介
父
好
松
」
と
し
、「
私
義
賎
悪
衰
老
の
貧
民
」
と
定
義
し
て
い
る
。「
賎
悪
衰
老
の
貧
民
」
の
自
分
が
政
治
の
問
題
を
述
べ
る
こ
と
は
重
々
恐
れ
入
る
こ
と
だ
が
申
し
上
げ
る
と
述
べ
て
い
る
。
建
言
書
は
次
の
文
章
か
ら
始
ま
る
。
天
下
昇
平
二
百
六
十
余
年
御
徳
普
天
の
下
に
輝
き
― ―152
幕末を生きた一農民の社会意識
御
治
世
天
地
と
共
ニ
長
久
之
上
今
上
皇
帝
様
よ
り
下
萬
民
ニ
至
る
迄
御
治
平
の
御
徳
壱
人
ニ
い
た
だ
か
ざ
る
者
な
く
言
語
筆
紙
ニ
尽
シ
が
た
き
難
有
御
仁
政
天
下
萬
民
大
平
を
楽
し
み
無
量
の
御
国
恩
ヲ
奉
蒙
安
穏
に
百
姓
永
続
仕
罷
有
候
好
松
の
幕
藩
制
社
会
へ
の
帰
属
意
識
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
六
〇
年
の
徳
川
幕
府
と
朝
廷
の
支
配
を
、「
御
仁
政
」
に
よ
り
「
天
下
萬
民
」
が
「
大
平
を
楽
し
み
無
量
の
御
国
恩
」
を
蒙
り
、「
安
穏
に
百
姓
永
続
」
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
正
当
視
し
て
い
る
。
一
八
五
八
年
（
安
政
五
）
二
月
四
日
、
四
国
出
身
で
、
年
三
拾
才
程
の
遊
歴
医
生
の
浦
上
信
斎
が
好
松
の
家
に
来
て
、「
医
談
」
の
他
に
四
方
山
話
を
し
た
。
そ
の
際
に
、
浦
上
は
、「
堀
田
備
中
守
様
よ
り
御
大
目
附
井
戸
対
馬
守
様
、
御
目
附
一
色
邦
之
介
様
へ
御
達
シ
被
為
遊
候
御
書
附
写
」
を
好
松
に
見
せ
た
。
そ
の
書
付
を
見
た
好
松
は
自
分
の
こ
と
を
「
卑
賎
凡
下
ノ
身
分
」
で
あ
り
な
が
ら
、
数
世
の
国
恩
を
戴
き
、
一
万
一
億
分
の
一
の
恩
に
報
い
る
つ
も
り
で
意
見
を
述
べ
る
。「
御
政
事
向
」
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
「
古
よ
り
ノ
禁
戒
」
で
あ
る
が
、「
御
聖
徳
ニ
奉
感
激
身
ニ
御
刑
罪
ヲ
奉
蒙
候
ヲ
忘
レ
、
恐
多
事
ニ
候
得
共
、
左
ニ
奉
申
上
候
」
と
述
べ
る
と
し
て
い
る
。
浦
上
信
斎
が
持
参
し
て
き
た
書
付
は
、
一
八
五
七
年
（
安
政
四
）
年
十
二
月
十
五
日
、
堀
田
備
中
守
よ
り
御
大
目
附
井
戸
対
馬
守
へ
の
達
し
で
あ
る
。
?32
）
十
二
月
十
三
日
、
幕
府
は
、
日
米
通
商
条
約
を
締
結
す
る
べ
き
旨
を
朝
廷
に
伝
え
て
い
る
。
そ
の
際
に
こ
の
件
に
つ
い
て
、
大
名
に
意
見
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
備
中
守
殿大
目
付
江
亜
墨
利
加
使
節
江
及
応
接
候
趣
、
且
右
ニ
付
、
使
者
差
出
候
書
付
和
解
共
相
達
候
、
追
々
申
立
之
趣
不
容
易
事
共
ニ
付
、
厚
御
勘
考
被
為
在
候
処
、
近
来
世
界
之
形
勢
一
変
致
し
、
唐
土
之
昔
戦
国
ノ
世
、
七
雄
四
方
ニ
立
別
れ
居
候
姿
ニ
而
、
御
当
国
ニ
於
而
も
、
既
ニ
外
国
之
条
約
御
取
結
、
御
交
通
被
為
在
候
上
ハ
、
古
来
之
御
制
度
ニ
而
巳
被
為
泥
候
而
ハ
、
御
国
勢
御
挽
回
之
期
無
之
、
日
夜
御
心
を
被
為
悩
候
御
義
ニ
有
之
、
併
非
常
之
功
ハ
、
非
常
之
儀
ニ
無
之
候
而
ハ
難
相
成
、
中
興
之
御
大
業
被
為
立
、
御
国
威
御
更
張
之
機
会
茂
又
此
時
ニ
有
之
候
間
、御
大
変
革
被
為
在
度
思
召
候
得
共
、
当
時
御
国
内
人
心
之
居
合
方
も
有
之
、
人
心
不
居
合
節
ハ
、
内
外
何
様
之
禍
端
を
引
出
し
可
申
茂
難
計
候
間
、
先
使
節
申
立
候
趣
、
追
々
応
接
之
上
可
成
丈
取
縮
候
積
、
精
々
可
為
及
応
接
候
得
共
、
今
般
御
所
置
之
当
否
ハ
、
国
家
治
乱
之
境
ニ
候
間
、
右
再
応
申
立
之
趣
ニ
付
、
猶
心
付
之
儀
茂
有
之
候
ハ
バ
、
早
々
可
申
立
旨
被
仰
出
候
間
、
相
達
候
事
右
之
趣
、
万
石
以
上
之
面
々
江
可
被
達
候
事
十
二
月
好
松
は
達
書
の
後
に
、
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
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一
当・
時・
之・
御・
国・
勢・
ヲ
戦・
国・
七・
雄・
ノ
時・
勢・
ト
被・
仰・
出・
候・
義・
謹
て
奉
勘
考
候
所
、
大
平
弐
百
六
十
有
余
年
御
国
恩
ヲ
奉
戴
御
武
家
様
方
ハ
奉
申
上
不
及
、
匹
夫
下
賎
ノ
愚
夫
愚
婦
迄
数
百
年
御
仁
澤
ヲ
奉
蒙
候
義
ヲ
一
朝
ニ
忘
却
致
シ
、
或
ハ
反
心
又
ハ
夷
賊
へ
□
降
ヲ
欲
す
る
者
へ
決
て
御
座
有
間
敷
ト
奉
存
候
好
松
は
「
当
時
之
御
国
勢
ヲ
戦
国
七
雄
ノ
時
勢
ト
被
仰
出
候
義
」
に
傍
点
を
付
し
て
い
る
。
現
在
の
日
本
の
時
勢
を
「
戦
国
七
雄
ノ
時
勢
」
と
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
古
来
之
御
制
度
の
み
ニ
被
為
泥
候
て
は
、
御
国
勢
御
引
返
シ
ノ
期
無
之
」
と
い
う
認
識
を
示
し
、
諸
外
国
と
の
条
約
が
結
ば
れ
開
国
と
な
っ
た
上
は
、
昔
の
制
度
に
拘
泥
し
て
い
て
は
、
国
勢
の
挽
回
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
危
機
意
識
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
「
天
正
ノ
昔
シ
」
を
事
例
に
し
て
い
る
。
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
に
つ
い
て
、
三
四
万
人
の
軍
勢
が
肥
前
の
名
護
屋
に
集
り
、
朝
鮮
へ
渡
海
し
明
と
朝
鮮
の
百
万
騎
と
七
年
間
戦
争
し
た
け
れ
ど
も
、
日
本
人
は
一
人
も
異
国
へ
降
参
し
た
者
は
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
赤
穂
の
勇
士
四
七
人
に
つ
い
て
も
、「
又
候
元
禄
年
間
御
小
身
ノ
浅
野
内
匠
頭
様
御
家
来
ニ
さ
へ
子
孫
後
栄
モ
無
之
、
却
て
子
孫
御
刑
罪
ヲ
請
候
テ
も
不
顧
孤
忠
敢
死
ノ
勇
士
四
十
七
人
御
座
候
」
と
記
し
、「
孤
忠
」
を
顧
み
ら
ざ
る
「
敢
死
ノ
勇
士
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
徳
川
幕
府
の
御
代
に
つ
い
て
は
、「
有
功
」に
よ
っ
て
恩
賞
が
下
さ
れ
、
子
孫
の
繁
栄
を
考
慮
さ
れ
、
数
代
の
「
御
仁
徳
」
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
、「
誠
君
敢
死
ノ
勇
夫
」が
武
家
だ
け
で
な
く
、
土
民
百
姓
に
至
る
ま
で
何
百
万
人
も
い
る
。
諸
外
国
が
攻
め
て
き
て
も
、「
恐
る
る
ニ
た
ら
ざ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
戦
の
勝
敗
は
「
大
将
ノ
一
心
」
に
か
か
っ
て
い
る
。
源
平
の
い
く
さ
を
事
例
に
し
て
い
る
。
源
氏
の
強
さ
は
兵
隊
が
強
勇
だ
け
で
な
く
、
大
将
義
経
が
「
第
一
ニ
必
死
ヲ
極
テ
進
む
事
ヲ
好
、
此
故
ニ
徒
兵
進
ム
事
ヲ
知
テ
死
ヲ
恐
ズ
」
と
い
う
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
戦
の
勝
敗
の
要
因
と
し
て
、「
古
よ
り
小
勢
ヲ
以
大
敵
に
勝
候
は
、
或
ハ
其
不
意
ヲ
伐
、
又
ハ
必
死
ヲ
極
テ
必
生
ヲ
伐
候
義
、
是
等
モ
其
手
ノ
将
司
ノ
一
心
ニ
御
座
候
義
ト
奉
愚
案
候
」
と
記
し
、
大
将
の
「
一
心
」
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
好
松
が
歴
史
書
や
軍
記
物
な
ど
の
読
書
か
ら
得
た
知
見
で
あ
る
。
好
松
の
建
言
書
は
、
第
一
に
、
開
国
交
易
を
建
言
し
て
い
る
。
一
夷
狄
等
御
願
奉・
申・
上・
候・
義・
不・
容・
易・
義・
之・
旨・
被
仰・
出・
候
は
、
如
何
ノ
事
ニ
候
哉
不
奉
存
上
候
得
共
、
夷
狄
等
モ
乗
船
ヲ
常
ト
シ
、
万
国
応
接
交
易
ヲ
業
ト
致
シ
候
得
ハ
、
万
国
通
用
ノ
御
事
ヲ
御
願
可
奉
申
上
ト
奉
存
候
、
第
一
彼
等
ハ
御
借
地
ヲ
御
願
奉
申
上
候
、
又
ハ
米
穀
交
易
ヲ
御
願
奉
申
上
候
ト
奉
存
候
、
右
両
様
ノ
義
モ
其
宜
敷
ニ
随
ひ
、
御
制
度
御
立
被
為
遊
候
ハ
ハ
、
御
貸
地
ヲ
被
為
遊
候
て
も
、
米
穀
御
交
易
被
為
遊
候
て
も
、
決
テ
御
害
ニ
ハ
相
成
間
敷
ト
奉
存
候
外
国
人
に
土
地
を
貸
し
て
も
、
開
国
に
よ
る
米
穀
交
易
も
日
本
の
害
に
は
な
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ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
開
国
交
易
を
当
然
の
こ
と
と
賛
成
し
て
い
る
。
開
港
以
降
、
日
本
の
主
要
な
輸
出
品
は
生
糸
で
あ
る
が
、
好
松
は
米
穀
を
考
え
て
い
た
。「
御
交
易
ノ
米
穀
ハ
成
丈
ケ
高
直
ニ
被
為
遊
、
五
倍
ニ
モ
十
倍
ニ
モ
被
為
遊
」
と
記
し
、
交
易
の
米
穀
を
で
き
る
だ
け
高
直
に
売
り
、
五
倍
に
も
一
〇
倍
の
収
益
を
考
え
て
い
た
。
第
二
に
、
開
国
交
易
を
し
て
も
大
丈
夫
で
あ
る
よ
う
に
、
穀
類
の
収
穫
増
に
よ
る
天
下
萬
民
へ
の
救
済
策
を
建
言
し
て
い
る
。
好
松
の
建
言
の
核
心
部
分
で
あ
る
。平
年
ニ
ハ
耕
作
手
入
心
ヲ
用
天
下
萬
民
出
精
致
シ
候
ハ
ハ
、
壱
坪
ニ
附
穀
類
五
勺
ツ
ツ
取
増
候
得
ハ
、高
壱
石
ノ
坪
数
田
畑
上
中
下
下
々
迄
な
ら
し
、
百
五
六
拾
坪
ハ
可
有
之
候
、
左
候
得
ハ
、
凡
高
壱
石
ニ
附
穀
類
七
八
升
位
ハ
取
増
可
申
候
、
是
ヲ
高
壱
石
ニ
附
大
丈
夫
弐
升
宛
ト
積
り
、
六
十
余
州
ニ
テ
高
弐
千
万
石
ト
見
込
、
穀
類
四
拾
万
石
ハ
平
年
ニ
ハ
取
増
可
申
候
、
是
ヲ
籾
ハ
米
ニ
致
シ
、
雑
穀
ハ
搗
立
し
ら
げ
候
テ
モ
弐
拾
万
石
ハ
可
有
之
候
、
是
ヲ
三
斗
五
升
入
ノ
俵
ニ
直
し
候
得
ハ
、
五
拾
七
万
俵
ニ
相
成
申
候
一
坪
に
穀
類
五
勺
ず
つ
取
増
す
れ
ば
、
高
一
石
に
つ
き
一
五
〇
〜
六
〇
坪
と
計
算
す
る
と
、
高
一
石
で
穀
類
七
八
升
増
し
と
な
り
、
高
一
石
で
二
升
増
し
と
す
る
と
日
本
全
体
で
高
二
千
万
石
に
つ
き
四
〇
万
石
増
し
、
白
米
に
す
る
と
二
〇
万
石
、
三
斗
五
升
入
の
俵
に
す
る
と
五
七
万
俵
増
し
と
な
る
。
天
下
萬
民
ヲ
勧
農
ノ
術
ヲ
以
相
励
シ
耕
作
糞
培
手
入
時
ヲ
以
致
シ
候
ハ
ハ
、
天
地
ノ
妙
用
ニ
候
間
、
平
年
ニ
ハ
取
増
候
義
ハ
無
疑
候
、
右
取
増
候
米
穀
ハ
御
年
貢
御
取
増
ハ
不
被
為
成
、
萬
民
自
己
ノ
徳
分
ニ
被
成
下
、
自
分
食
シ
余
り
候
分
ハ
売
物
ニ
相
成
、
天
下
ノ
人
ノ
口
大
積
り
年
々
同
じ
く
候
間
、
耕
作
出
精
作
り
出
シ
候
分
ハ
、
自
然
食
余
シ
候
義
顕
然
ニ
て
、
凶
年
飢
饉
ハ
格
別
ノ
事
、
平
年
ハ
其
可
余
穀
ノ
員
数
凡
御
定
被
遊
、
群
夷
共
へ
米
穀
御
交
易
被
為
遊
候
テ
モ
、
決
テ
御
害
ニ
ハ
相
成
間
敷
ト
奉
存
候
、
御
交
易
ノ
米
穀
ハ
成
丈
ケ
高
直
ニ
被
為
遊
、五
倍
ニ
モ
十
倍
ニ
モ
被
為
遊
、
右
御
益
ニ
相
成
候
分
御
役
所
御
入
用
御
引
払
、
残
り
候
御
益
ヲ
三
ツ
割
ニ
仕
、
其
壱
ツ
ヲ
御
武
家
様
方
へ
御
高
割
ニ
被
為
遊
、
聊
た
り
共
御
軍
用
御
手
当
ニ
年
々
被
下
置
、
残
り
二
ツ
ヲ
天
下
萬
民
へ
被
下
置
候
ハ
ハ
、
是
勧
農
ノ
一
端
ニ
御
座
候
取
増
し
分
を
年
貢
増
加
に
せ
ず
、「
萬
民
自
己
ノ
徳
分
」に
す
る
。
三
分
の
一
は
武
家
様
へ
、
三
分
の
二
は
「
天
下
萬
民
」
に
配
分
す
る
。
諸
外
国
と
米
穀
で
交
易
を
し
て
も
害
に
は
な
ら
な
い
。
交
易
の
米
穀
は
五
倍
に
も
十
倍
に
も
高
直
に
売
り
、
そ
の
利
益
で
「
御
役
所
御
入
用
」
に
回
し
、
そ
の
残
り
の
三
分
の
一
を
「
御
武
家
様
方
へ
御
高
割
」
に
し
、
三
分
の
二
を
「
天
下
萬
民
」
へ
配
分
す
る
。
是
ヲ
以
御
高
割
ニ
被
遊
候
得
ハ
、
田
畑
ヲ
多
分
持
候
大
百
姓
ノ
徳
分
の
み
□
□
成
、
決
テ
勧
農
ノ
術
ニ
ハ
相
成
不
申
、
村
々
名
主
へ
申
附
、
た
と
へ
他
ノ
田
畑
ヲ
小
作
ニ
か
り
請
作
候
テ
モ
、
其
年
ノ
実
々
手
作
致
シ
候
反
別
石
高
ヲ
相
改
、其
石
高
へ
右
交
易
御
益
ノ
二
ツ
ヲ
御
割
渡
被
下
置
候
ハ
ハ
、
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小
百
姓
大
百
姓
共
其
年
々
自
分
手
作
致
シ
候
分
ノ
徳
分
ハ
有
之
候
間
、
是
勧
農
ノ
一
端
ニ
御
座
候
、
小
百
姓
貧
民
ノ
徳
分
ニ
不
相
成
法
ニ
御
座
候
テ
ハ
、
勧
農
ノ
術
ニ
ハ
相
成
不
申
候
間
、
是
よ
り
後
ハ
手
作
ノ
外
余
分
ノ
田
畑
所
持
ノ
大
百
姓
、
貧
民
へ
田
畑
小
作
ニ
貸
遣
シ
候
義
、
入
上
米
永
是
迄
よ
り
下
ケ
候
義
ハ
心
次
第
、
上
ケ
候
義
ハ
不
相
成
、
若
相
背
候
者
ハ
厳
科
ニ
被
処
候
旨
御
触
流
シ
被
為
遊
、
窮
民
貧
民
へ
徳
分
相
附
候
様
ノ
御
仕
法
相
立
候
得
ハ
、
是
勧
農
ノ
専
要
ニ
奉
存
候
そ
し
て
、
天
下
萬
民
へ
の
配
分
は
「
高
割
」
だ
と
田
畑
を
多
く
所
持
し
て
い
る
「
大
百
姓
」
の
徳
分
が
増
加
す
る
の
で
、
勧
農
策
に
は
な
ら
な
い
。
高
割
で
は
な
く
実
際
に
「
手
作
致
シ
候
反
別
石
高
」
を
基
準
に
し
て
配
分
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
小
百
姓
貧
民
の
「
徳
分
」
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
勧
農
策
と
は
な
ら
な
い
と
断
言
し
て
い
る
。
地
主
は
貧
民
に
田
畑
を
小
作
に
貸
し
、
小
作
料
の
引
下
げ
は
任
意
で
あ
る
が
、
引
上
げ
を
禁
止
し
、
背
い
た
場
合
に
は
厳
科
に
処
す
る
と
し
て
い
る
。
地
主
小
作
関
係
を
考
慮
し
、
小
作
人
貧
民
へ
の「
徳
分
」
を
配
慮
す
る
仕
法
を
立
て
る
こ
と
が
、
勧
農
で
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。農
夫
二
十
才
よ
り
四
十
五
才
位
迄
壮
年
ニ
候
間
、
田
畑
何
反
歩
耕
シ
、
四
十
六
才
よ
り
五
十
五
才
迄
ハ
田
畑
何
反
歩
耕
シ
候
と
申
、
御
制
度
ヲ
御
立
被
為
遊
候
様
仕
度
、
尤
是
ハ
其
国
之
土
地
ノ
風
俗
モ
有
之
候
間
、
老
農
貧
民
へ
能
々
御
尋
被
為
遊
、
御
制
度
御
立
被
下
度
、
此
義
富
民
へ
御
尋
被
為
遊
候
テ
ハ
、
己
が
利
欲
の
み
ヲ
は
か
り
、
座
敷
な
り
の
宜
敷
事
ノ
ミ
奉
申
上
、
実
験
少
シ
モ
無
御
座
、
世
界
ノ
米
穀
ま
し
候
義
ニ
ハ
相
成
申
間
敷
候
さ
ら
に
、
国
の
土
地
風
俗
も
あ
り
、「
老
農
貧
民
」
に
聞
い
て
制
度
を
立
て
、
「
富
民
」
に
聞
く
と
「
己
が
利
欲
の
み
」
を
謀
り
、
米
穀
は
増
え
な
い
と
警
告
を
発
し
て
い
る
。
第
三
に
、
人
材
登
用
の
方
法
を
建
言
し
て
い
る
。
御
制
度
御
立
被
為
遊
候
御
義
、
是
又
一
大
事
ト
乍
恐
奉
愚
案
候
、
治
乱
共
賢
者
ヲ
上
位
ニ
進
メ
、
不
肖
者
ヲ
下
位
ニ
置
候
義
専
要
ニ
候
テ
、
賢
者
ヲ
撰
候
義
賢
才
ハ
し
れ
が
た
く
六
ケ
敷
様
ニ
候
得
共
、
上
下
共
偏
執
ノ
私
心
な
く
、
他
ノ
賢
ヲ
嫉
ま
ず
、
他
ノ
芸
能
ヲ
掩
わ
ず
、
己
ニ
勝
ル
人
ヲ
上
ニ
立
ル
事
ヲ
心
掛
候
得
ハ
、
自
然
ト
賢
者
ハ
上
位
ニ
進
ミ
、
不
肖
者
ハ
下
位
ニ
退
候
義
ニ
相
成
申
候
、
賢
知
ノ
人
ヲ
憎
ミ
、
芸
能
ノ
人
ヲ
掩
候
義
、
治
乱
共
朝
廷
ノ
大
害
ニ
候
旨
、
古
よ
り
申
伝
候
、
賢
哲
ノ
君
子
芸
能
ノ
達
人
ヲ
相
用
候
義
、
国
政
ノ
急
務
ニ
候
旨
是
又
申
伝
候
、
其
上
御
賞
罰
明
ら
か
に
有
功
ノ
者
ハ
必
御
賞
シ
、
有
罪
ノ
者
ハ
必
御
罰
シ
、
信
賞
必
罰
ノ
義
行
ハ
れ
候
得
ハ
、
賢
知
才
能
ハ
必
上
位
ニ
進
ミ
、
不
肖
者
ハ
必
下
位
ニ
退
候
義
顕
然
ニ
御
座
候
制
度
を
立
て
る
に
は
、「
治
乱
共
賢
者
ヲ
上
位
ニ
進
メ
、
不
肖
者
ヲ
下
位
ニ
置
候
義
専
要
ニ
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
賢
者
を
上
位
に
登
用
し
、
不
肖
者
を
下
位
に
据
え
置
く
こ
と
が
重
要
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
好
松
が
言
う
「
賢
者
」
と
は
、
「
上
下
共
偏
執
ノ
私
心
な
く
、
他
ノ
賢
ヲ
嫉
ま
ず
、
他
ノ
芸
能
ヲ
掩
わ
ず
、
己
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ニ
勝
ル
人
」
と
定
義
し
て
い
る
。
上
に
も
下
に
も
私
心
が
な
く
、
他
の
賢
者
を
妬
ま
な
い
、
他
人
の
才
能
を
さ
え
ぎ
ら
な
い
、
己
に
勝
て
る
人
と
し
て
い
る
。
「
賢
哲
ノ
君
子
芸
能
ノ
達
人
」
を
登
用
す
る
こ
と
が
「
国
政
ノ
急
務
」
と
し
て
い
る
。「
有
功
ノ
者
」
を
必
ず
賞
し
、「
有
罪
ノ
者
」
を
必
ず
罰
す
れ
ば
、「
賢
知
才
能
」
は
上
位
に
昇
進
し
、「
不
肖
者
」
は
必
ず
下
位
に
退
く
と
し
て
い
る
。
新
た
に
国
家
の
制
度
を
立
て
直
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
国
威
の
挽
回
と
拡
張
、
中
興
の
大
業
も
「
必
然
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、「
賢
哲
」
な
人
間
の
人
材
登
用
が
第
一
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
「
賢
哲
」
な
人
が
い
な
け
れ
ば
、「
巧
言
令
色
ノ
人
」
を
退
け
て
、「
忠
直
質
朴
ノ
人
」
を
登
用
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
巧
言
令
色
ノ
人
」
は
自
己
の
活
計
歓
楽
の
み
を
心
掛
け
、
賢
者
が
上
位
に
進
む
こ
と
を
忌
む
。
大
事
な
時
も
己
の
一
身
の
み
を
考
え
、
危
な
い
時
も
人
よ
り
も
先
に
逃
げ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
忠
直
質
朴
ノ
人
」は
、
義
勇
も
兼
ね
、
治
世
の
み
に
限
ら
ず
軍
政
で
も
身
を
捨
て
国
家
の
為
に
「
誠
忠
」
を
表
わ
し
て
勇
敢
に
死
ぬ
こ
と
の
で
き
る
者
と
し
て
い
る
。「
忠
直
質
朴
ノ
人
」を
登
用
す
れ
ば
、「
御
国
威
日
々
ニ
御
盛
ニ
相
成
御
国
勢
御
引
返
シ
被
為
遊
候
義
、
御
必
然
ノ
御
義
ト
乍
恐
奉
存
候
」
と
国
威
の
隆
盛
、
国
勢
の
挽
回
は
「
必
然
」
と
述
べ
て
い
る
。
第
四
に
、
海
防
と
農
兵
取
立
を
建
言
し
て
い
る
。
外
夷
は
「
水
戦
砲
術
ハ
百
鍛
千
練
ノ
者
」
と
記
し
、
海
上
で
の
戦
争
に
長
け
て
お
り
、
水
戦
砲
術
の
変
化
は
計
り
が
た
く
、「
必
勝
」
の
機
会
を
予
想
出
来
な
い
と
し
て
い
る
。
好
松
は
海
賊
防
禦
の
術
と
し
て
、
水
戦
は
十
の
う
ち
二
三
で
、
陸
戦
は
十
の
う
ち
七
八
で
あ
り
、
陸
戦
を
重
視
し
て
い
る
。「
上
陸
致
シ
候
得
ハ
、
我
ハ
地
利
ヲ
得
、
彼
ハ
地
利
ヲ
不
知
」と
陸
戦
が
有
利
と
し
て
い
る
。「
夷
賊
不
得
手
ノ
陸
戦
ヲ
致
シ
、
御
官
軍
毎
戦
御
必
勝
ノ
御
手
立
第
一
ト
奉
存
候
」
と
記
し
、
外
夷
の
不
得
手
な
陸
上
で
の
戦
を
す
れ
ば
、
官
軍
の
必
勝
の
第
一
の
戦
術
と
し
て
い
る
。「
夷
賊
等
上
陸
致
シ
候
義
ハ
顕
然
ノ
義
ニ
テ
、
深
ク
重
地
へ
偽
引
入
寄
伏
ヲ
以
鏖
ニ
致
シ
徴
シ
候
計
策
何
程
モ
可
有
之
候
」
と
述
べ
、
夷
賊
を
上
陸
さ
せ
深
く
重
地
へ
引
き
寄
せ
、
こ
っ
ぱ
み
じ
ん
に
す
る
計
略
を
進
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
東
西
南
北
す
べ
て
の
海
辺
へ
農
兵
を
仕
立
て
る
こ
と
を
建
言
し
て
い
る
。
壮
健
ノ
百
姓
ヲ
十
三
人
壱
組
ト
シ
テ
鉄
砲
ヲ
持
タ
セ
、
藪
林
或
ハ
人
家
等
ニ
奸
伏
致
さ
せ
、
百
姓
十
組
ニ
、
御
官
兵
壱
人
御
差
添
進
退
ヲ
御
司
ど
ら
せ
、
夷
賊
上
陸
致
シ
候
節
ハ
、
先
発
ノ
夷
賊
精
鋭
魁
主
ヲ
伏
奸
ノ
者
共
撰
う
ち
ニ
致
シ
、
猶
夷
賊
等
襲
来
り
候
ハ
ハ
、
伏
奸
ノ
兵
次
第
ヲ
乱
さ
ず
引
退
キ
、
能
場
所
ヲ
兼
テ
見
積
り
、
木
筒
竹
た
が
ノ
大
筒
ヲ
す
へ
置
矢
次
ニ
来
り
候
ハ
ハ
、
打
払
或
ハ
引
退
候
テ
壱
組
々
伏
奸
致
シ
、
農
兵
ハ
土
地
ノ
案
内
者
ニ
候
得
ハ
、
顕
隠
時
ノ
宜
ニ
随
ヒ
昼
夜
ヲ
わ
か
た
ず
却
か
し
、
賊
ノ
鋭
気
ヲ
奪
ヒ
、
賊
ハ
元
ヨ
リ
不
知
案
内
ニ
候
得
ハ
、
重
地
へ
引
入
進
退
駈
引
自
在
な
ら
ず
、
平
日
乗
船
ヲ
常
ト
シ
、
重
キ
ヲ
負
テ
遠
ク
行
事
あ
た
わ
ざ
る
夷
賊
等
、
陸
地
ノ
駈
引
ニ
悉
ク
疲
労
シ
、
還
退
ノ
心
ヲ
生
シ
候
義
ハ
必
然
ノ
理
ニ
候
壮
健
の
百
姓
一
三
人
を
一
組
と
し
て
鉄
砲
を
持
た
せ
、
一
〇
組
に
編
成
し
て
官
兵
が
一
人
指
揮
す
る
。
夷
賊
が
襲
撃
に
来
た
ら
い
っ
た
ん
引
き
退
き
、
夷
賊
を
陸
地
の
駆
け
引
き
で
疲
労
さ
せ
、彼
等
が
退
く
心
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が「
必
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然
ノ
理
」
と
し
て
い
る
。
第
五
に
、
戦
死
者
へ
の
手
厚
い
保
護
を
建
言
し
て
い
る
。
御
国
家
ノ
御
為
忠
死
致
シ
候
者
ニ
候
間
、
其
者
子
孫
永
々
四
五
人
扶
持
ツ
ツ
無
相
違
被
下
置
候
様
被
仰
渡
候
ハ
ハ
、
無
知
無
能
ノ
愚
民
モ
子
孫
ノ
後
栄
ヲ
慮
り
、
敢
死
ノ
勇
夫
身
命
ヲ
不
顧
先
登
ニ
進
ミ
、
夷
賊
ト
戦
候
者
数
十
万
可
有
之
候
、
軍
理
ハ
全
攻
守
ノ
二
ツ
ニ
し
て
、
戦
勢
寄
正
ノ
変
化
ハ
極
り
な
き
も
の
ニ
候
間
、
賊
徒
手
立
ヲ
替
候
ハ
ハ
、
御
官
軍
ニ
モ
又
九
天
ノ
上
ニ
動
キ
、
或
ハ
九
地
ノ
下
ニ
隠
レ
、
十
全
必
勝
ノ
術
策
何
程
モ
御
座
可
有
ト
奉
存
候
、
農
兵
数
十
万
ニ
候
間
、
御
貸
具
足
モ
御
間
ニ
合
兼
候
節
ハ
、
た
と
へ
鉄
ニ
テ
鍛
候
鎧
ニ
テ
モ
砲
丸
ハ
防
兼
候
間
、
刀
剣
ヲ
防
候
ニ
は
竹
具
足
ヲ
仕
立
、
砲
丸
ハ
楯
竹
た
は
ニ
テ
遮
候
テ
モ
宜
敷
候
半
ト
奉
存
候
国
家
の
た
め
に
「
忠
死
」
し
た
者
へ
は
、
そ
の
者
の
子
孫
に
永
々
「
四
五
人
扶
持
」
を
与
え
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
無
知
無
能
の
「
愚
民
」
の
子
孫
を
「
後
栄
」
を
考
慮
し
て
、
身
命
を
顧
み
ず
に
進
み
、
夷
賊
と
戦
う
者
は
数
十
万
人
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
「
夷
賊
」
が
上
陸
し
た
場
合
に
、
不
利
に
な
る
こ
と
を
十
ケ
条
あ
げ
て
い
る
。
①
土
地
の
案
内
を
知
ら
な
い
こ
と
②
陸
地
で
は
大
筒
は
自
在
に
な
ら
な
い
こ
と
③
重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
遠
く
へ
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
④
陸
地
で
は
器
械
食
料
火
薬
そ
の
他
軍
用
品
の
運
送
に
難
儀
す
る
こ
と
⑤
船
を
離
れ
れ
ば
、
進
退
駈
け
引
き
が
自
由
に
な
ら
な
い
こ
と
⑥
船
に
守
兵
を
残
し
、
海
岸
よ
り
陸
地
へ
の
道
筋
に
守
兵
を
置
け
ば
、
従
兵
は
自
在
に
な
ら
な
い
こ
と
⑦
夷
賊
が
得
意
と
す
る
水
戦
と
大
砲
は
、
上
陸
す
れ
ば
無
用
に
な
る
こ
と
⑧
毎
度
重
地
へ
深
入
し
て
頻
に
敗
軍
致
す
こ
と
⑨
上
陸
し
て
も
陣
営
を
構
え
が
た
く
、
霜
雨
の
節
は
火
術
が
鈍
く
な
る
こ
と
⑩
陸
地
の
駈
け
引
で
き
ず
昼
夜
官
軍
よ
り
退
か
さ
れ
、
賊
徒
ら
は
疲
労
し
敗
北
す
る
こ
と
好
松
は
建
言
書
の
後
に
下
記
の
文
章
を
記
し
て
い
る
。
右
書
面
相
認
早
速
奉
差
上
度
候
得
共
、
素
よ
り
極
貧
民
ニ
御
座
候
間
御
府
内
へ
罷
出
候
、
雑
費
無
御
座
延
引
仕
候
所
、
尚
又
承
り
候
義
御
座
候
ニ
附
、
恐
レ
多
モ
奉
申
上
候
群
夷
御
応
接
ノ
義
ニ
附
京
都
よ
り
否
被
仰
出
候
由
下
々
ニ
て
頻
ニ
風
聞
仕
、
民
心
揺
動
仕
候
事
モ
有
之
候
哉
と
奉
存
、
謹
テ
奉
勘
考
候
所
、
恐
レ
多
モ
奉
申
上
候
建
言
書
を
持
っ
て
江
戸
へ
行
く
が
、
費
用
が
な
く
提
出
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
米
通
商
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
朝
廷
が
拒
否
し
た
と
の
風
聞
が
伝
わ
り
、
民
心
が
動
揺
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
て
い
る
こ
と
を
再
び
建
言
し
て
い
る
。
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遠
ク
往
昔
ヲ
奉
勘
考
候
所
、
恐
レ
多
モ
禁
庭
様
文
武
ノ
実
態
ヲ
御
失
シ
被
遊
、
詩
歌
管
弦
ノ
御
遊
舞
ニ
御
流
レ
被
遊
、
御
政
事
ニ
御
不
正
有
之
、
人
心
悦
服
不
仕
候
故
、
保
元
平
治
ニ
兵
乱
起
り
、
御
武
家
様
方
ノ
御
武
功
ニ
依
テ
天
下
大
平
ニ
相
成
候
得
共
、
夫
よ
り
日
本
国
中
ノ
御
事
禁
庭
様
ノ
御
手
ニ
余
り
、
無
拠
天
下
ノ
御
政
事
御
武
家
様
へ
御
任
せ
被
遊
候
ニ
附
、
文
治
年
中
鎌
倉
右
大
将
様
よ
り
国
々
へ
守
護
地
頭
ヲ
御
置
被
遊
候
よ
り
以
来
、
数
百
年
天
下
大
平
ノ
御
恩
沢
ハ
御
武
家
様
方
よ
り
奉
蒙
候
テ
、
治
平
ノ
御
恩
沢
文
治
以
来
禁
庭
様
よ
り
出
候
義
旧
記
ニ
モ
不
相
見
朝
廷
が
文
武
の
実
態
を
失
な
い
、「
詩
歌
管
弦
ノ
御
遊
舞
」
に
流
れ
、「
御
政
事
」
に
不
正
が
あ
り
、
人
心
が
悦
ん
で
服
さ
な
く
な
り
、
保
元
平
治
の
兵
乱
以
降
、「
御
武
家
様
方
ノ
御
武
功
ニ
依
テ
、
天
下
大
平
ニ
相
成
」と
し
て
い
る
。
朝
廷
の
手
に
余
り
、「
天
下
ノ
御
政
事
」
は
「
御
武
家
様
へ
御
任
せ
被
遊
候
」
と
鎌
倉
幕
府
へ
委
任
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
頼
朝
が
守
護
地
頭
を
全
国
に
設
置
し
、
「
数
百
年
天
下
大
平
ノ
御
恩
沢
ハ
御
武
家
様
方
よ
り
奉
蒙
候
」
と
武
家
政
権
を
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
二
二
一
年
承
久
の
乱
、
一
三
三
三
年
元
弘
の
乱
、
一
三
三
四
年
か
ら
三
七
年
の
建
武
の
新
政
と
南
朝
の
敗
北
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
禁
庭
様
よ
り
出
候
万
民
其
禍
ヲ
蒙
り
」と
記
し
、
足
利
政
権
の
成
立
に
よ
っ
て
、「
御
武
家
様
方
御
武
徳
ニ
依
テ
、
天
下
大
平
ニ
復
シ
、
却
テ
禁
庭
様
ニ
モ
御
位
ヲ
安
し
た
ま
ふ
」
と
足
利
政
権
を
評
価
し
、
足
利
政
権
の
成
立
に
よ
っ
て
朝
廷
の
地
位
も
安
定
し
た
と
考
え
て
い
る
。「
禁
庭
様
ニ
モ
至
テ
御
衰
廃
被
遊
、
御
即
位
ノ
御
料
モ
無
御
座
候
御
時
節
ニ
御
座
候
由
」
と
記
し
、
足
利
政
権
の
衰
退
に
よ
っ
て
、
朝
廷
も
衰
廃
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
好
松
が
ど
の
よ
う
な
「
旧
記
」
を
読
ん
だ
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、「
文
武
ノ
実
態
」
を
失
っ
た
朝
廷
政
治
へ
の
否
定
的
な
評
価
と
武
家
政
権
へ
の
肯
定
的
評
価
は
、
新
井
白
石
「
読
史
余
論
」
な
ど
の
歴
史
書
と
共
通
す
る
江
戸
時
代
の
歴
史
認
識
と
考
え
ら
れ
る
。
丸
山
真
男
は
、
天
皇
制
に
関
し
て
は
、
江
戸
時
代
の
方
が
大
日
本
帝
国
よ
り
も
は
る
か
に
言
論
は
自
由
で
あ
り
、
儒
教
の
徳
治
主
義
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
帝
王
の
徳
・
不
徳
を
論
ず
る
と
い
う
の
は
、
歴
史
叙
述
に
と
っ
て
も
一
般
的
政
治
論
に
と
っ
て
も
必
須
の
条
件
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
?33
）
徳
川
の
御
代
に
な
り
、「
御
盛
徳
日
々
月
々
ニ
御
盛
ニ
相
成
、
六
十
余
州
ハ
奉
申
上
不
及
、海
外
ノ
嶋
々
蝦
夷
地
迄
一
民
モ
大
平
ノ
御
恩
沢
不
蒙
者
な
く
」
と
そ
の
支
配
の
正
統
性
を
肯
定
し
、「
当
御
世
様
ノ
御
盛
徳
禁
庭
様
迄
及
候
御
義
ト
奉
感
服
候
」
と
徳
川
将
軍
の
盛
徳
が
朝
廷
ま
で
及
ん
で
い
る
と
し
て
い
る
。
古
モ
日
本
一
州
ノ
事
御
手
ニ
余
り
鎌
倉
右
大
将
様
へ
御
政
事
御
任
被
遊
候
御
義
ニ
可
有
之
候
、
此
度
ハ
海
外
数
ケ
所
ノ
群
夷
ニ
候
間
、
御
応
接
ノ
義
猶
更
一
向
ニ
当御
世
様
へ
御
任
セ
置
被
遊
候
義
至
当
ノ
御
道
理
ト
奉
存
候
、
往
昔
元
弘
建
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武
ノ
乱
其
外
南
北
朝
合
戦
モ
、
御
公
家
様
方
軍
理
も
し
ら
ず
、
御
指
揮
被
成
、
南
軍
毎
度
敗
軍
致
シ
候
義
、
是
又
旧
記
ニ
相
見
へ
申
候
昔
も
朝
廷
の
手
に
余
り
、政
治
の
実
権
を
鎌
倉
の
武
家
政
権
に
任
せ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
幕
末
の
外
交
問
題
に
つ
い
て
も
、「
此
度
ハ
海
外
数
ケ
所
ノ
群
夷
」、
具
体
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ヲ
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
等
の
数
カ
国
で
あ
る
が
、「
当
御
世
様
へ
御
任
セ
置
被
遊
候
義
至
当
ノ
御
道
理
ト
奉
存
候
」
と
記
し
、
幕
府
に
任
せ
る
の
が
「
至
当
ノ
御
道
理
」
と
述
べ
て
い
る
。
田
中
好
松
は
、
幕
府
政
治
を
正
統
化
し
、
幕
末
の
外
交
問
題
も
幕
府
に
任
せ
る
こ
と
を
「
至
当
ノ
御
道
理
」
と
肯
定
し
て
い
る
。
攘
夷
で
は
な
く
、
開
国
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
お
わ
り
に
田
中
両
之
助
（
好
松
）
は
、
酒
造
造
り
の
家
に
養
子
に
入
り
、
家
業
を
継
ぎ
、
酒
造
業
を
経
営
し
な
が
ら
、
天
保
飢
饉
の
一
八
三
六
年
（
天
保
七
）
か
ら
三
八
年
（
天
保
九
）
に
土
地
均
分
の
建
言
書
、
さ
ら
に
一
八
五
八
年
（
安
政
五
）
三
月
に
開
国
、
社
会
改
革
、
人
材
登
用
、
海
防
と
農
兵
取
立
な
ど
に
関
す
る
建
言
書
を
起
草
し
た
。
天
保
飢
饉
期
を
挟
ん
だ
一
八
三
〇
年
代
、田
中
家
の
石
高
は
一
八
三
〇
年（
天
保
元
）
の
三
二
石
三
斗
九
升
七
合
か
ら
一
八
四
〇
年
（
天
保
十
一
）
に
は
二
石
九
斗
二
升
五
合
に
急
激
に
減
少
し
た
。
天
保
飢
饉
は
田
中
家
の
経
済
活
動
を
直
撃
し
、
田
中
家
の
石
高
を
激
減
さ
せ
た
。
田
中
家
の
家
産
と
経
営
が
大
き
く
動
揺
す
る
な
か
で
、
商
品
経
済
の
発
展
と
と
も
に
金
銀
を
尊
び
米
穀
を
卑
し
み
、
国
の
本
と
な
る
農
業
が
衰
退
し
て
農
人
た
ち
が
農
業
を
捨
て
無
宿
流
民
と
な
る
天
保
期
の
現
状
に
、
好
松
は
危
機
意
識
を
抱
い
た
。
好
松
の
社
会
改
革
の
考
え
方
は
、「
穀
禄
平
に
」な
る
こ
と
で
あ
り
、
万
民
が
均
し
く
御
仁
沢
を
浴
す
れ
ば
、
国
に
窮
民
も
盗
民
も
な
く
、
利
欲
を
貪
る
心
も
去
っ
て
仁
義
忠
孝
の
本
心
に
復
し
、
耕
作
を
怠
り
な
く
勤
め
れ
ば
、
米
穀
が
沢
山
実
り
凶
作
飢
饉
が
あ
っ
て
も
百
姓
に
飢
餓
が
な
く
、
国
の
本
が
大
丈
夫
で
あ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
仁
政
思
想
に
基
づ
い
て
農
人
が
仁
義
忠
孝
の
本
心
に
復
す
こ
と
を
希
求
し
て
い
る
点
で
は
、儒
教
思
想
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
好
松
の
土
地
均
分
論
は
、
周
代
に
施
行
さ
れ
た
と
さ
れ
る
井
田
せいでん
制
を
参
考
に
し
て
い
る
。
其
上
古
の
聖
代
井
田
の
制
御
教
諭
有
之
候
ハ
ハ
、
金
持
も
小
分
に
相
成
候
て
も
、
永
世
穀
禄
不
易
に
し
て
知
行
同
様
に
な
り
候
方
却
て
歓
可
申
候
。
是
民
の
産
を
制
す
る
法
に
て
、
万
民
利
欲
の
源
を
塞
、
仁
政
の
大
本
、
孟
子
列
国
の
諸
侯
へ
教
諭
致
し
候
儀
世
々
の
賢
良
厚
く
骨
折
候
事
に
御
座
候
。
井
田
制
は
、
一
里
（
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
四
方
の
土
地
を
井
字
形
に
九
等
分
し
、
八
家
に
各
一
区
画
を
私
田
と
し
て
給
し
、
共
同
で
耕
作
す
る
中
央
の
公
田
の
収
穫
を
租
と
す
る
制
度
で
あ
る
。
井
田
制
は
後
世
の
中
国
の
土
地
制
度
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
儒
教
思
想
を
受
容
し
た
江
戸
時
代
の
村
役
人
や
豪
農
層
が
井
田
制
に
基
づ
く
土
地
均
分
の
考
え
方
を
構
想
す
る
こ
と
は
可
能
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で
あ
る
。
好
松
は
土
地
の
再
配
分
を
「
高
割
」
の
よ
う
な
基
準
で
は
な
く
、
実
際
の
土
地
の
貸
借
関
係
を
考
慮
し
て
い
る
。
天
下
萬
民
へ
の
配
分
は
「
高
割
」
だ
と
田
畑
を
多
く
所
持
し
て
い
る
「
大
百
姓
」
の
徳
分
が
増
加
す
る
の
で
、
手
作
り
高
を
基
準
と
す
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
る
。
小
百
姓
貧
民
の
「
徳
分
」
を
重
視
し
、
地
主
は
小
作
人
に
田
畑
を
貸
し
、
小
作
料
の
引
下
げ
は
「
心
次
第
」
で
あ
り
、
小
作
料
の
引
上
げ
を
禁
止
し
、背
い
た
場
合
に
は
厳
科
に
処
す
る
と
し
て
い
る
。
小
作
人
や
貧
民
へ
「
徳
分
」
を
附
け
る
仕
法
を
立
て
る
の
が
、
好
松
の
建
言
書
の
重
要
な
柱
で
あ
っ
た
。
「
穀
禄
平
に
」
な
る
た
め
の
土
地
均
分
の
考
え
方
の
根
底
に
は
、
田
畑
は
百
姓
生
育
の
大
本
で
あ
り
五
穀
を
生
む
大
宝
で
あ
り
、
百
姓
に
と
っ
て
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
禄
と
考
え
て
い
た
。
一
人
の
農
夫
が
耕
す
べ
き
田
地
は
、「
天
よ
り
賦
す
る
禄
敷
に
て
人
の
作
為
に
は
無
御
座
候
」
と
記
し
、
田
畑
を
天
よ
り
賦
さ
れ
た
「
禄
敷
」
で
あ
り
人
の
「
作
為
」
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。
近
世
人
の
思
想
形
成
と
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
、
若
尾
政
希
は
「
人
ハ
天
地
ノ
子
也
」
と
い
う
「
天
地
の
子
」
意
識
の
形
成
を
指
摘
し
て
い
る
。
?34
）
田
畑
を
天
賦
の
禄
と
す
る
考
え
方
も
、
近
世
人
の
万
物
形
成
論
、
宇
宙
論
、
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
に
通
ず
る
内
容
を
有
し
て
い
る
。
好
松
は
開
国
に
際
し
て
も
建
言
書
を
記
し
、
諸
外
国
と
の
米
穀
交
易
が
日
本
の
害
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
開
国
に
賛
成
し
て
い
る
。
外
国
と
の
交
易
で
米
穀
を
で
き
る
だ
け
高
値
で
売
り
収
益
を
考
え
て
い
た
。
さ
ら
に
、
好
松
は
開
国
に
反
対
し
た
朝
廷
を
批
判
し
、
幕
府
に
任
せ
る
の
が
「
至
当
ノ
御
道
理
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
の
開
国
論
を
支
え
る
歴
史
認
識
は
、「
文
武
ノ
実
態
」を
失
っ
た
朝
廷
政
治
へ
の
否
定
的
な
評
価
と
武
家
政
権
へ
の
肯
定
的
評
価
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
開
国
交
易
は
好
松
の
予
想
を
超
え
て
、「
富
る
者
は
益
富
、
窮
す
る
者
は
愈
窮
」
す
る
世
の
中
へ
と
進
ん
で
い
く
。
横
浜
開
港
が
上
州
吾
妻
郡
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
を
生
き
た
隣
村
植
栗
村
の
関
市
三
郎
真
武
が
、
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
吾
妻
郡
地
域
の
養
蚕
生
糸
に
つ
い
て
詳
細
な
日
記
を
残
し
て
い
る
。
一
八
四
六
年
（
弘
化
三
）
の
日
記
に
は
、「
寛
政
度
以
来
次
第
ニ
蚕
多
ニ
掃
キ
流
行
ス
、
此
以
前
ハ
蚕
種
壱
枚
掃
立
る
も
の
ハ
大
禄
、
多
人
数
の
暮
し
当
節
ハ
独
身
之
も
の
ニ
て
も
壱
枚
位
ひ
掃
立
申
候
事
、
右
ニ
准
し
桑
も
上
地
之
畑
へ
大
ニ
桑
を
仕
立
申
候
」
?35
）
と
記
さ
れ
、
吾
妻
郡
地
域
で
は
寛
政
年
間
以
来
養
蚕
が
流
行
し
、
山
の
畑
に
桑
を
仕
立
て
る
農
家
が
増
え
て
き
た
。
こ
の
年
の
五
月
に
桑
の
直
段
が
高
直
と
な
り
、
蚕
が
当
た
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
横
浜
開
港
に
よ
る
経
済
的
な
影
響
は
、
一
八
五
九
年
（
安
政
六
）
頃
か
ら
現
れ
て
く
る
。
同
年
二
月
に
「
外
国
と
絹
布
交
易
新
規
ニ
始
る
ニ
付
、
糸
高
直
ニ
成
、
壱
両
ニ
付
百
四
〇
匁
位
」
?36
）
と
記
さ
れ
、
六
月
に
横
浜
な
ど
が
開
港
し
、「
糸
大
ニ
交
易
ニ
て
大
高
直
」
?37
）
と
な
り
、
十
月
に
は
一
両
に
つ
き
生
糸
六
〇
匁
の
直
段
と
な
る
。
一
八
五
七
年
（
安
政
四
）
九
月
の
時
点
で
生
糸
一
両
に
つ
き
二
百
匁
で
あ
る
か
ら
、
二
年
間
で
三
倍
以
上
に
高
騰
し
て
い
る
。
十
一
月
に
「
此
節
糸
商
人
一
統
分
限
不
相
応
之
利
益
有
之
候
事
」
?37
）
と
記
さ
れ
、
生
糸
商
人
が
莫
大
な
利
益
を
得
て
い
た
と
し
て
い
る
。
一
八
六
〇
年
（
万
延
元
）
二
月
の
時
点
で
も
、
生
糸
一
両
に
つ
き
六
〇
匁
の
高
直
を
維
持
し
、「
当
年
蚕
あ
た
り
の
も
の
ハ
分
限
ニ
不
応
せ
大
金
を
取
申
候
」
?38
）
と
記
し
て
い
る
。
一
八
六
一
年
（
文
久
元
）
二
月
に
「
当
年
質
物
田
畑
銘
々
請
戻
し
候
事
夥
敷
、
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役
場
ニ
て
も
迷
惑
ニ
付
、
岩
井
村
義
は
二
月
二
日
限
り
田
畑
証
文
不
致
旨
申
断
り
候
」
?39
）
と
記
さ
れ
、
養
蚕
生
糸
で
潤
っ
た
農
民
た
ち
の
な
か
に
は
、
質
地
を
請
戻
す
動
き
が
増
加
し
た
の
で
、
岩
井
村
は
二
月
二
日
限
り
で
田
畑
証
文
の
取
り
扱
い
を
拒
否
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
一
八
六
一
年
（
文
久
元
）
に
、
岩
井
村
で
生
糸
価
格
の
高
騰
に
よ
り
農
民
た
ち
が
潤
い
、
村
役
場
で
対
処
で
き
な
い
ほ
ど
質
地
請
戻
し
の
動
き
が
急
増
し
、
村
役
場
が
二
月
二
日
限
り
で
取
り
扱
い
を
拒
否
し
た
こ
と
で
あ
る
。
慶
応
期
の
世
直
し
の
前
提
に
は
生
糸
の
好
況
時
の
質
地
請
戻
し
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
糸
は
投
機
的
な
性
格
を
持
ち
、
一
八
六
四
年（
元
治
元
）
六
月
に「
蚕
之
事
一
統
夥
敷
は
や
り
ニ
相
成
惣
て
大
は
づ
れ
」「
当
時
糸
ま
ゆ
売
買
一
切
無
之
候
、当
夏
蚕
こ
は
や
り
ニ
相
成
極
々
相
は
つ
れ
申
候
」、七
月
に「
壱
両
ニ
付
ま
ゆ
五
百
匁
、
糸
八
十
匁
位
ひ
、
右
下
直
ニ
付
売
買
一
切
無
御
座
候
、
金
銀
不
融
通
世
上
不
景
気
ニ
成
、
一
切
之
借
貸
融
通
無
之
候
」
?40
）
と
記
さ
れ
、
養
蚕
が
流
行
し
た
が
外
れ
、
糸
ま
ゆ
の
売
買
だ
け
で
な
く
、
金
銀
の
融
通
や
貸
借
も
一
切
行
わ
れ
て
い
な
い
。
一
八
六
五
年
（
慶
応
元
）
十
二
月
に
蚕
種
に
つ
い
て
、「
当
秋
外
国
へ
交
易
ニ
相
成
大
高
直
ニ
付
、
国
々
よ
り
種
切
在
し
候
事
夥
敷
し
て
其
数
し
れ
ず
、
然
処
に
悪
種
等
多
く
送
出
候
ニ
付
、
外
国
ニ
て
一
切
取
用
無
之
売
物
ニ
不
相
成
、
種
商
人
種
製
作
人
交
易
ニ
携
候
者
共
、
身
上
分
散
配
当
或
は
欠
落
或
は
自
滅
し
、
其
損
失
大
な
る
事
言
語
ニ
述
難
し
」
?41
）
と
記
し
、
外
国
と
の
交
易
が
急
増
し
、
蚕
種
が
不
足
し
、
そ
の
た
め
粗
悪
品
が
出
回
り
、
売
り
物
に
な
ら
ず
、
蚕
種
や
生
糸
な
ど
の
交
易
に
携
わ
っ
て
い
る
商
人
た
ち
が
経
営
的
に
成
り
立
た
な
く
な
り
、
身
代
限
り
の
者
も
出
て
く
る
状
況
に
な
る
。
一
八
六
六
年
（
慶
応
二
）
九
月
の
時
点
で
は
、
一
両
に
つ
き
生
糸
が
二
八
匁
か
ら
三
〇
匁
に
下
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
高
直
を
維
持
し
て
い
る
が
、
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
）
七
月
に
、「
当
夏
糸
ま
ゆ
売
買
一
切
無
之
、
金
銀
不
融
通
」
?42
）
と
記
さ
れ
、
糸
ま
ゆ
の
売
買
が
な
い
た
め
に
、
金
銀
不
融
通
の
不
況
と
な
り
、
翌
年
の
上
州
世
直
し
で
借
金
の
棒
引
き
と
質
物
の
無
償
返
還
の
動
き
に
連
動
し
て
い
く
。
田
中
好
松
は
一
八
六
〇
年
（
万
延
元
）
九
月
六
日
に
死
去
し
、
そ
れ
以
後
の
激
動
の
時
代
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
彼
の
建
言
書
は
、
儒
教
を
思
想
的
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
す
る
関
東
地
方
の
豪
農
・
村
役
人
ク
ラ
ス
の
社
会
改
革
構
想
を
代
表
す
る
一
事
例
で
あ
る
。
（
原
稿
提
出
平
成
二
十
四
年
九
月
七
日
）
註
?１
）
三
澤
純
「?
土
地
均
分
?
と
民
衆
」（
藪
田
貫
編
『
民
衆
運
動
史
３
社
会
と
秩
序
』
（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）、
白
川
部
達
夫
「
明
治
初
年
の
土
地
均
分
論
」（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
『
東
洋
学
研
究
』
四
三
号
、
二
〇
〇
六
年
）。
?２
）
萩
原
進
『
あ
が
つ
ま
史
帖
』（
西
毛
新
聞
社
、
一
九
六
三
年
）。
同
文
は
『
あ
が
つ
ま
太
田
村
誌
』（
太
田
村
誌
編
纂
委
員
会
、
一
九
六
五
年
）に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
天
保
期
の
好
松
の
建
言
書
の
原
本
に
つ
い
て
は
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
?３
）
?岩
井
村
年
寄
父
好
松
建
白
書
」（
群
馬
県
立
文
書
館
伊
能
家
文
書
八
〇
〇
三
｜
六
二
七
）
?４
）
?村
差
出
明
細
書
上
帳
保
科
俊
太
郎
上
知
吾
妻
郡
岩
井
村
名
主
重
三
郎
写
」
（
八
〇
〇
三
｜
一
七
四
）
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?５
）
?明
和
五
年
子
ノ
三
月
上
野
国
吾
妻
郡
岩
井
村
人
別
宗
門
御
改
帳
」（
八
〇
〇
三
｜
七
八
）
?６
）
?安
永
三
年
午
ノ
三
月
上
野
国
我
妻
郡
岩
井
村
人
別
宗
門
御
改
帳
」（
八
〇
〇
三
｜
一
〇
五
）
?７
）
?天
明
七
年
未
之
三
月
上
野
国
我
妻
郡
岩
井
村
人
別
宗
門
御
改
帳
」（
八
〇
〇
三
｜
六
四
）
?８
）
?寛
政
六
年
寅
之
三
月
上
野
国
我
妻
郡
岩
井
村
人
別
宗
門
御
改
帳
」（
八
〇
〇
三
｜
七
七
）
?９
）
?差
上
申
一
札
之
事
」（
八
〇
〇
三
｜
九
一
三
）
?10
）
?文
化
十
五
年
寅
三
月
上
野
国
吾
妻
郡
岩
井
村
人
別
宗
門
御
改
帳
」（
八
〇
〇
三
｜
六
一
）
?11
）
?文
政
七
年
申
三
月
上
野
国
吾
妻
郡
岩
井
村
人
別
宗
門
御
改
帳
」（
八
〇
〇
三
｜
七
〇
）
?12
）
?覚
」（
六
二
｜
四
｜
一
｜
六
｜
一
一
七
）
?13
）
?天
保
二
年
卯
三
月
上
野
国
吾
妻
郡
岩
井
村
人
別
宗
門
御
改
帳
」（
八
〇
〇
三
｜
七
九
）
?14
）
?天
保
七
年
申
三
月
上
野
国
吾
妻
郡
岩
井
村
人
別
宗
門
御
改
帳
」（
八
〇
〇
三
｜
一
一
三
）
?15
）
?弘
化
二
巳
年
三
月
上
野
国
吾
妻
郡
岩
井
村
人
別
宗
門
御
改
帳
」（
八
〇
〇
三
｜
一
〇
八
）
?16
）
?人
別
帳
控
」（
八
〇
〇
三
｜
六
七
）
?17
）
?安
政
三
年
辰
三
月
上
野
国
吾
妻
郡
岩
井
村
人
別
宗
門
御
改
帳
控
」（
八
〇
〇
三
｜
九
八
）
?18
）
?文
久
三
亥
歳
上
野
国
吾
妻
郡
岩
井
村
人
別
宗
門
御
改
帳
控
」（
八
〇
〇
三
｜
六
二
）
?19
）
?一
札
之
事
」（
六
二
｜
四
｜
一
｜
一
五
｜
一
二
八
三
）
?20
）
一
八
二
七
年
（
文
政
一
〇
）「
覚
」（
六
二
｜
四
｜
一
｜
六
｜
一
一
七
）
に
よ
れ
ば
、
「
宝
永
五
子
年
よ
り
酒
造
ニ
居
酒
渡
世
仕
候
」
と
あ
り
、
一
七
〇
八
年
（
宝
永
五
）
よ
り
酒
造
及
び
居
酒
屋
渡
世
を
開
始
し
た
こ
と
に
な
る
。
田
中
家
の
酒
造
開
始
は
一
七
〇
七
年
（
宝
永
四
）
か
一
七
〇
八
年
（
宝
永
五
）
か
の
頃
で
あ
る
。
?21
）
?差
上
申
一
札
之
事
」（
八
〇
〇
三
｜
九
一
三
）
?22
）
?質
地
証
文
之
事
」（
六
二
｜
四
｜
一
｜
一
五
｜
一
二
七
八
）
?23
）
?乍
恐
以
書
附
御
訴
訟
奉
申
上
候
」（
八
〇
〇
三
｜
一
〇
六
〇
｜
四
）
?24
）
「
為
取
替
内
済
証
文
之
事
」（
八
〇
〇
三
｜
一
〇
六
〇
｜
二
）
?25
）
「
乍
恐
以
添
書
奉
願
上
候
」（
八
〇
〇
三
｜
一
二
七
六
）
?26
）
「
乍
恐
以
書
附
御
訴
訟
奉
申
上
候
」（
八
〇
〇
三
｜
九
一
六
）
?27
）
『
あ
が
つ
ま
太
田
村
誌
』（
太
田
村
誌
編
纂
委
員
会
、
一
九
六
五
年
）
?28
）
「
慶
応
四
辰
年
八
月
酒
造
醬
油
新
古
願
一
件
写
」（
八
〇
〇
三
｜
三
七
七
）
?29
）
「
書
附
ヲ
以
奉
申
上
候
覚
」（
六
二
｜
四
｜
一
｜
四
｜
三
八
六
）
?30
）
「
安
政
三
辰
年
十
一
月
村
内
三
組
よ
り
歎
訴
一
件
始
末
書
控
名
主
所
」（
六
二
｜
四
｜
一
｜
六
｜
一
八
九
）
?31
）
「
村
差
出
明
細
書
上
帳
保
科
俊
太
郎
上
知
吾
妻
郡
岩
井
村
名
主
重
三
郎
写
」
（
八
〇
〇
三
｜
一
七
四
）
?32
）
『
幕
末
御
触
書
集
成
第
六
巻
』
六
一
九
九
（
岩
波
書
店
）
?33
）
丸
山
真
男
『「
文
明
論
之
概
略
」
を
読
む
上
中
下
』（
岩
波
新
書
、
一
九
八
六
年
）
?34
）
若
尾
政
希
「
近
世
に
お
け
る
「
日
本
」
意
識
の
形
成
」（『
覚
醒
す
る
地
域
意
識
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）
?35
）
「
永
代
日
記
」（
関
緑
家
文
書
、
群
馬
県
立
文
書
館
所
蔵
）
?36
）
「
安
政
己
未
日
記
帳
」（
同
右
）
?37
）
「
安
政
己
未
日
記
帳
」（
同
右
）
?38
）
「
安
政
庚
申
日
記
」（
同
右
）
?39
）
「
萬
延
辛
酉
日
記
」（
同
右
）
?40
）
「
文
久
四
甲
子
日
記
」（
同
右
）
?41
）
「
元
治
二
乙
丑
日
記
」（
同
右
）
?42
）
「
慶
応
丁
卯
日
記
」（
同
右
）
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